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川上中学校体育館が
完成！

川上中学校体育館が
完成！

▽
施
設
内
に
設
置
さ
れ
た

農
産
物
の
加
工
機

　

老
朽
化
に
よ
り
改
築
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
た
川
上
中
学
校
体
育

館
が
完
成
し
、
３
月
24
日
に
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
を
備
え
た
ア
リ
ー
ナ

の
ほ
か
、
器
具
庫
や
男
女
ト
イ
レ

を
設
置
し
、
ア
リ
ー
ナ
の
壁
や
玄

関
・
ホ
ー
ル
な
ど
に
阿
武
川
流
域

の
木
材
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、
社
会
体
育
施
設
と
し

て
地
域
に
も
開
放
し
ま
す
。

【
工
事
概
要
】

・
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

一
部
鉄
骨
造
平
屋
建

・
延
べ
床
面
積　

５
０
２
㎡

【
総
事
業
費
】

　

１
億
３
５
５
０
万
円

　

道
の
駅
「
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た

ま
が
わ
」
横
に
農
産
物
加
工
施

設
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

田
万
川
地
域
原
産
の
「
長
門

ユ
ズ
キ
チ
」
や
大
豆
等
を
使
っ

た
農
産
物
の
加
工
品
を
開
発
・

製
造
し
、
地
場
産
業
の
活
性
化

と
都
市
農
村
交
流
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

田
万
川
農
産
物
加
工
施
設
が
完
成

【
施
設
概
要
】

○
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
平
家
建

○
延
べ
床
面
積　

１
６
０
㎡

○
設
備

・
ジ
ュ
ー
ス
加
工
機

・
豆
乳
加
工
機

・
菓
子
（
も
ち
）
加
工
機
等

【
総
事
業
費
】
５
０
０
０
万
円

　

千
石
台
地
区
の
む
つ
み
だ
い

こ
ん
集
出
荷
施
設
内
に
、
大
根

洗
浄
選
別
施
設
が
完
成
し
、
３

月
27
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
根
の
選
果
選
別
能
力
を
向

上
さ
せ
、
市
場
で
の
評
価
を
高

め
る
た
め
、
旧
山
口
阿
武
農
協

が
老
朽
化
し
た
大
根
洗
浄
選
別

む
つ
み
大
根
洗
浄
選
別
施
設
が
完
成

施
設
を
新
た
に
整
備
し
、
市
が

補
助
を
行
い
ま
し
た
。

【
施
設
概
要
】
検
査
選
別
施
設
、

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
設
備
（
生

産
履
歴
を
箱
印
字
す
る
設
備
）、

電
子
計
数
装
置
な
ど

【
総
事
業
費
】
８
８
９
０
万
円

（
う
ち
市
の
補
助
５
５
９
３
万

円
）

【
田
万
川
地
域
】

◎
下
郷
築
地
線

・
延
長
２
５
０
ｍ
、
幅
員
5.0
ｍ

・
総
事
業
費　

５
３
０
０
万
円

◎
弁
天
線

・
延
長
１
３
０
ｍ
、
幅
員
6.5
ｍ

・
総
事
業
費　

１
６
０
０
万
円

【
須
佐
地
域
】

市
道
４
路
線
の
工
事
が
完
了

◎
山
根
住
宅
線

・
延
長
40
ｍ
、
幅
員
4.0
ｍ

・
総
事
業
費　

５
４
０
万
円

【
福
栄
地
域
】

◎
生
野
高
坂
線（
第
１
期
工
事
）

・
延
長
１
３
０
０
ｍ
、幅
員
7.0
ｍ

・
総
事
業
費４

億
１
０
０
０
万
円

生野高坂線生野高坂線 ▽
施
設
内
に
設
置
さ
れ
た

農
産
物
の
加
工
機



市報HAGI●2006（平成18）年４月15日号�

■
市
長
コ
ラ
ム

No.12

　

３
月
は
卒
業
式
の
季
節
。
高
校

か
ら
始
ま
り
、
保
育
園
で
終
わ

る
。
椿
東
保
育
園
の
卒
園
式
に
参

加
し
感
動
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た

い
。
ま
ず
、
33
人
の
卒
園
児
の
呼

び
名
。
名
前
を
読
み
上
げ
る
の
が

通
例
で
あ
る
が
、
１
人
づ
つ
卒
園

児
に
呼
び
か
け
る
よ
う
に
、
し
か

も
完
全
に
名
前
を
諳

そ
ら
んじ

て
紹
介
さ

れ
て
い
る
保
育
士
さ
ん
の
姿
を
見

て
感
激
。最
近
の
子
供
の
名
前
は
、

難
解
な
も
の
が
多
く
、
覚
え
づ
ら

い
。
保
育
期
間
が
、
長
い
園
児
は

５
年
、
短
い
園
児
で
も
２
年
と
聞

く
。
長
い
期
間
、
保
育
の
世
話
を

さ
れ
れ
ば
、
名
前
を
覚
え
る
の
は

当
た
り
前
と
し
て
も
、
式
典
の
場

で
フ
ル
ネ
ー
ム
を
間
違
え
ず
、
自

信
を
も
っ
て
紹
介
す
る
こ
と
は
、

大
変
な
こ
と
。

　

式
の
次
第
が
進
行
す
る
に
従

い
、
保
育
士
の
皆
さ
ん
全
員
が
参

加
さ
れ
て
い
る
保
護
者
の
方
々
以

上
に
涙
ハ
ラ
ハ
ラ
の
泣
き
顔
に
。

別
れ
を
惜
し
み
、
感
極
ま
っ
た
と

の
印
象
。
我
が
子
の
よ
う
に
慈
し

み
世
話
を
さ
れ
て
き
た
保
育
士
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
気
持
一
極

に
な
っ
た
。

　

市
で
は
、
合
併
後
、
地
域
特

性
を
活
か
し
た
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
課
題
に
対
応
で
き
る

し
っ
か
り
し
た
基
礎
自
治
体
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼

と
期
待
に
応
え
る
市
政
を
推
進

す
る
た
め
「
萩
市
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
学
識
経
験
者
お

よ
び
各
地
域
在
住
の
市
民
の
皆

さ
ん
で
構
成
す
る
行
政
改
革
推

進
協
議
会
（
委
員
14
人
、
会
長

水
津
俊
男
）
に
お
い
て
、
萩
市

萩
市
行
政
改
革
大
綱
の

策
定
に
関
す
る
中
間
報
告

　

市
で
は
、
所
有
者
よ
り
寄
付
を

受
け
た
浜
崎
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
内
の
伝
統
的
建
造
物
で
あ

る
旧
山
中
家
住
宅
と
旧
山
村
船
具

店
に
つ
い
て
、
平
成
17
年
度
か
ら

19
年
度
に
か
け
て
浜
崎
伝
建
地
区

の
町
並
み
交
流
施
設
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
は
、
昭
和
初
期

に
建
て
ら
れ
た
旧
山
中
家
住
宅
の

主お
も
や屋

と
付
属
屋
の
改
修
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　

修
理
に
あ
た
っ
て
は
、
既
存
瓦

の
再
利
用
に
努
め
た
ほ
か
、
資
料

に
基
づ
く
１
階
表
側
ガ
ラ
ス
戸
の

復
元
、
塗
装
・
土
間
の
伝
統
的
な

材
料
の
活
用
な
ど
、
新
旧
材
料
を

調
和
さ
せ
て
、
こ
の
建
物
が
本
来

持
っ
て
い
た
表
情
を
取
り
戻
す
よ

う
配
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統

的
な
建
物
の
特
性
を
活
か
し
た
構

造
補
強
を
施
し
、
耐
震
性
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

【
事
業
概
要
】

○
主
屋　

木
造
２
階
建
、
床
面
積

１
３
４
・
02
㎡

○
付
属
屋　

木
造
平
屋
建
、
床
面

積
20
・
52
㎡

【
事
業
費
】　

２
５
４
６
万
円
（
設

備
工
事
を
含
む
）

　現在策定中の行政改革推進大綱の骨子（案）
は次のとおりです。
　◇推進期間　平成 17 年度〜 21 年度
　◇基本方針（主な施策）
①市民等の参加・参画による行政運営の推進
　（ＮＰＯなどの市民参画による行政の推進、
　民間委託の推進等）
②効率的で安定的な財政基盤の確立（補助金
　の整理合理化、自主財源の確保と経費節減等）
③柔軟でスリムな行政運営の実現
　（効率的・効果的な組織機構の整備等）
④定員管理および給与の適正化
　（定員適正化計画による定員数値目標の設定
　給与の適正化の推進等）
※詳細は市のホームページに掲載しています。

一般公開します
　４月から、地元の町づくりグ
ループ「浜崎しっちょる会」の管
理により、改修整備が終わった旧
山中家住宅を一般に公開します。
■ところ　浜崎２区
　（山口銀行浜崎出張所横）
■公開日　原則毎日　
　午前９時〜　午後５時

の
行
政
改
革
に
つ
い
て
４
回
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
協
議
会
の
意
見
を
ま
と

め
た
提
言
書
が
、
去
る
２
月
22

日
に
推
進
協
議
会
長
か
ら
市
へ

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
改
革
推
進
本
部
（
本
部

長
：
市
長
）
で
は
、
そ
の
提
言

書
を
踏
ま
え
て
、
今
年
夏
頃
ま

で
に
萩
市
行
政
改
革
大
綱
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人
事
係

（
２
５
・
１
２
３
９
）

中間報告の概要

中庭

旧山中家住宅（浜崎）が
再生！

旧山中家住宅（浜崎）が
再生！
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△逢坂山トンネル

△インクライン（傾斜鉄道）

△太閤園

萩市民号報告

藤
田
伝
三
郎
翁
の
偉
業
を
た
ど
る
旅

３
月
29
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
野
村
市
長
を
団
長
と

す
る
市
民
44
人
が
、
藤
田
伝
三
郎
翁
と
ゆ
か
り
の
深
い

関
西
方
面
（
大
津
・
京
都
・
大
阪
・
岡
山
）
を
訪
問
し
、

伝
三
郎
翁
の
偉
業
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
萩
と
ゆ
か
り

の
あ
る
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
大
津
市
に
赴
き
、
長
州

フ
ァ
イ
ブ
の
ひ
と
り
で
、
日
本

鉄
道
の
父
で
も
あ
る
井
上
勝
の
も

と
、
日
本
人
技
術
者
の
み
で
設
計

施
工
し
た
京
都
〜
大
津
間
を
結
ぶ

逢お
お
さ
か坂

山
ト
ン
ネ
ル
の
遺
構
を
見

学
。
そ
の
工
事
を
請
負
っ
た
伝
三

郎
翁
を
は
じ
め
、
先
人
の
偉
業
に

改
め
て
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
京
都
に
移
動
し
、
吉
田

松
陰
先
生
の
自
作
自
筆
の
詩
で
あ

る「
山
河
襟き

ん
た
い帯

の
詩
碑
」を
見
学
。

京
都
大
学
で
は
、
松
陰
先
生
の
遺

志
を
受
け
品
川
弥
二
郎
に
よ
っ
て

建
設
さ
れ
た「
尊

そ
ん
じ
ょ
う
ど
う

攘
堂
」を
見
学
し
、

萩
に
ゆ
か
り
の
あ
る
先
人
た
ち
の

資
料
を
特
別
に
拝
観
し
ま
し
た
。

　

南
禅
寺
周
辺
で
は
、
翁
が
琵
琶

湖
疎
水
工
事
の
一
環
と
し
て
建
設

し
た
「
南
禅
寺
の
水
路
閣か

く

」
を
は

じ
め
と
す
る
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（
傾

斜
鉄
道
）
な
ど
、
当
時
の
技
術
力

に
対
し
て
さ
ら
な
る
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
洛

ら
く
す
い翠

庭
園
（
旧
藤
田
別

邸
）
を
訪
問
し
、
翁
の
琵
琶
湖
疎

水
に
対
す
る
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
な
思
い
で
し
た
。

　

大
阪
で
は
、
日
本
の
歴
史
に
お

い
て
重
要
な
「
大
阪
会
議
」
の
舞

台
と
な
っ
た
「
花
外
楼
」
を
訪
問

し
ま
し
た
。

△干拓の歴史を伝える
「児島湾干拓資料室」

29日

大
津
・
京
都
・
大
阪

　

長
州
フ
ァ
イ
ブ
と
ゆ
か
り
の
あ

る
大
阪
造
幣
局
を
訪
問
し
、
造
幣

博
物
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

大
阪
造
幣
局
の
対
面
に
位
置
す

る
藤
田
邸
跡
公
園
、藤
田
美
術
館
、

太
閤
園
を
訪
問
。
広
大
な
園
地
と

収
集
さ
れ
た
美
術
品
な
ど
を
見
学

し
、
当
時
の
翁
の
財
力
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
伝
三
郎
翁
最
大
の
事

業
と
言
わ
れ
る
岡
山
県
の
児
島
湾

干
拓
事
業
の
舞
台
と
な
っ
た
藤
田

地
区
を
訪
問
。
地
元
の
商
工
会
な

ど
で
組
織
す
る
「
ふ
じ
た
傳
三
郎

太
鼓
」
の
皆
さ
ん
の
演
奏
に
よ
る

熱
烈
な
大
歓
迎
を
受
け
る
な
ど
、

伝
三
郎
翁
の
評
価
の
高
さ
を
再
発

見
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
市
民
号
は
、
萩
が
生
ん

だ
藤
田
伝
三
郎
翁
の
偉
大
な
功
績

を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
ゆ
か
り

の
地
を
訪
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
す
ま
す
「
萩
」
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

30日

大
阪
・
岡
山

　３月 30 日は伝三郎翁の命日。
岡山市藤田地区で小学生も交えた

「ふじた傳三郎太鼓」の演奏には
思わず目頭が熱くなった。藤田地
区の方々と短い交流だったが、感
動の市民号の旅でした。

平田和子（土原）

参加者の声

　萩市民として、伝三郎翁の功績
をもっと広く知らせる必要を感じ
た。訪問した先々で格別の計らい
を受け、改めて先人の遺徳に感謝
すると共に、萩市民としての誇り
を新たにしました。

横山裕（椿）

参加者の声

萩
が
生
ん
だ
大
実
業
家

△広大な児島湾干拓
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児
童
手
当
が
拡
充

児
童
手
当
が
拡
充

児
童
手
当
が
拡
充

所
得
制
限
の
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　

今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
新

た
に
支
給
対
象
と
な
ら
れ
た
方

は
、
平
成
18
年
９
月
30
日
ま
で
に

申
請
を
さ
れ
た
方
に
限
り
、
特
例

的
に
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
し
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
に
申
請
さ
れ
た
方

は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

４月１日
から

児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、４
月
１
日
か
ら
支
給
対
象
年
齢
が
、

小
学
校
３
年
生
か
ら
小
学
校
６
年
生
（
12
歳
以
下
）
ま
で
に
拡
大

さ
れ
、
所
得
制
限
の
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

受
給
の
た
め
の
申
請
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す

■
児
童
手
当
制
度

■
支
給
対
象

　

小
学
校
終
了
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

■
支
給
月
額

・
第
１
子
…
５
０
０
０
円

・
第
２
子
…
５
０
０
０
円

・
第
３
子
以
降
…
１
万
円

■
支
払
時
期　

原
則
と
し
て
毎

年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
所
得
制
限
の
限
度
額

　

前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で

に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得

額
で
判
定
し
ま
す
。
所
得
に
は

一
定
の
控
除
が
あ
り
ま
す
。

○
新
た
に
申
請
す
る
場
合　

印

鑑
、
申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳

※
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
で
萩

市
に
住
民
票
が
な
か
っ
た
方
は
、

住
民
票
が
あ
っ
た
市
区
町
村
の
所

得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

○
支
給
額
改
定
の
申
請
を
す
る
場

合　

印
鑑　

※
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に
萩

市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
転
入
日

の
翌
月
か
ら
支
給
し
ま
す
（
転
入

日
以
前
に
つ
い
て
は
、
前
住
所
の

市
町
村
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
）。

■
申
請
先　

子
育
て
支
援
課
、
各

総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課
、支
所
・

出
張
所

■
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

（
２
５
・
３
５
３
６
）
ま
た
は
各
総

合
事
務
所
健
康
福
祉
課

　所得制限の引き上げ
（右表参照）により、新
たに児童手当を受給で
きる場合があります。
□該当する方　新たに
申請が必要

これまで所得制限により児童手当を受給されていない
保護者の方

◎
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

支
給
対
象
が
小
学
校
３
年
生
ま
で
か
ら
６
年
生
ま
で
に
拡
大

控除対象
扶養親族数

自営業者
（国民年金加入者）

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

０人 460万円（301万円）532万円（460万円）
１人 498万円（339万円）570万円（498万円）
２人 536万円（377万円）608万円（536万円）
３人 574万円（415万円）646万円（574万円）
４人 612万円（453万円）684万円（612万円）
５人 650万円（491万円）722万円（650万円）

※（　）内は改正前の限度額

平成 18 年４月に小学校４年生の児童がいる保護者の方
　これまで、当該児童に係る児童手当を受給されていた方は、
手続きは必要ありません。

①

□これまで児童手当を受給されていない方　新たに申請が必要
□児童手当を受給されていた方　支給額改定の申請が必要

平成 18 年４月に小学校５年生または６年生の児童が
いる保護者の方

②

③
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職
員
の
人
事
異
動
と
組
織
・
機
構
の
改
編

今
回
の
異
動
の
規
模
は
、
部
長
級
12
人
、
部
次
長
級
17
人
、
課
長
級
55
人
、
課
長
補
佐
級
49
人
、

係
長
級
１
０
１
人
、
主
任
以
下
１
６
６
人
の
計
４
０
０
人
で
す
。
ま
た
、
３
月
31
日
付
け
で
、

18
人
が
退
職
し
ま
し
た
。
今
回
の
異
動
の
特
色
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
庁
と
総
合
事
務
所
相
互
の
人

事
交
流
を
行
い
、
合
併
後
の
職

員
の
一
体
感
の
更
な
る
醸
成
を
図

り
、
情
報
交
換
を
密
接
に
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
で
円
滑
な
事
務
を

目
指
し
ま
す
。

　

人
事
交
流
は
、
本
庁
と
総
合
事

務
所
、
総
合
事
務
所
間
で
58
人
で

す
（
本
庁
か
ら
総
合
事
務
所
へ
17

人
、
総
合
事
務
所
か
ら
本
庁
へ
26

人
、
総
合
事
務
所
間
は
15
人
）。

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
の
強
化
・

推
進

　

企
業
誘
致
や
空
き
家
活
用
に
よ

る
定
住
対
策
な
ど
直
面
し
た
主
要

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
専
担
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
を
設

け
、
２
人
の
理
事
を
配
置
し
ま
し

た
。
ま
た
、
主
要
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
長
直
轄
に
す
る
な
ど
体
制

の
整
備
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

②
総
務
部
に
「
地
域
調
整
課
」
を

設
置

　

合
併
後
の
各
総
合
事
務
所
と
の

連
絡
調
整
な
ど
を
行
う
た
め
に
設

置
し
た
地
域
調
整
部
を
廃
止
。

③
総
務
部
に
「
防
災
・
安
全
課
」

を
新
設

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
防
災
や
危
機
管
理
を
強

化
し
ま
す
。

④
総
合
政
策
部
に
「
図
書
館
・
児

童
館
建
設
準
備
室
」
を
新
設

　

新
し
い
図
書
館
お
よ
び
児
童
館

の
建
設
準
備
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
総
合
政
策
部
に「
国
体
準
備
室
」

を
新
設

　

２
０
１
１
年
開
催
予
定
の
山
口

国
体
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

⑥
保
健
福
祉
部
の
高
齢
障
害
福
祉

課
と
社
会
福
祉
課
を
「
子
育
て
支

援
課
」
と
「
福
祉
課
」
に
再
編

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
や
子
育

て
支
援
に
関
す
る
事
務
を
集
約
し

窓
口
を
一
本
化
し
ま
す
。

⑦
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

萩
・
須
佐
地
域
の
２
か
所
に
設
置

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴

い
、
保
険
医
療
の
向
上
、
福
祉
の

増
進
を
包
括
的
に
支
援
し
ま
す
。

⑧
総
合
事
務
所
長
が
教
育
委
員
会

地
域
事
務
所
長
を
兼
務

　

地
域
完
結
型
の
教
育
行
政
を
推

進
す
る
た
め
、
総
合
事
務
所
職
員

の
数
人
が
教
育
委
員
会
の
事
務
を

兼
務
し
ま
す
。

⑨
消
防
分ぶ

ん
け
ん遣

所
開
設
準
備
に
伴

い
、
新
規
消
防
職
員
を
10
人
採
用

　

旭
・
川
上
地
域
の
救
急
業
務
迅

速
化
の
た
め
、
佐
々
並
地
区
に
消

防
分
遣
所
を
建
設
し
、
平
成
19
年

４
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

⑩
女
性
職
員
の
登
用

　

女
性
職
員
の
管
理
職
等
へ
の
積

極
的
な
登
用
を
図
り
ま
し
た
。（
課

長
級
昇
格
者
２
人
、課
長
補
佐
級
昇

格
者
４
人
、係
長
級
昇
格
者
17
人
）

部　

長　

級

総
合
政
策
部
長
・
企
画
課
長
・
大
学

支
援
推
進
室
長（
総
合
政
策
部
次
長
）

・
兼
ね
て
総
合
政
策
部
国
体
準
備
室

主
幹
（
川
上
総
合
事
務
所
長
）
神
原

司ま
さ
ゆ
き行

※
各
総
合
事
務
所
長
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
地
域
事
務
所
長
を
併
任

部 

次 

長 

級

・
総
務
部
次
長
・
防
災
・
安
全
課
長（
消

防
署
長
）
横
田
敬た

か
ひ
で英

・
総
務
部
次
長
・
地
域
調
整
課
長
（
地

域
調
整
部
次
長
）
中
野
昭
二

・
兼
ね
て
監
理
課
長
（
総
務
部
次
長
）

迫
村
高
志

・
総
合
政
策
部
副
理
事
・
企
業
誘
致
・

起
業
・
創
業
担
当
（
地
域
調
整
部
次

長
）
佐
伯
功

・
市
民
部
次
長
・
税
務
課
長
（
消
防

本
部
総
務
課
長
）
杉
山
龍
二

・
保
健
福
祉
部
次
長
・
福
祉
事
務
所

次
長
（
保
健
福
祉
部
高
齢
・
障
害
福

祉
課
長
）
藤
田
擴

ひ
ろ
む

・
萩
市
民
病
院
診
療
部
長
・
画
像
情

報
管
理
局
長
（
萩
市
民
病
院
診
療
部

医
局
医
長
）
米
城
秀

し
げ
る

総
合
政
策
部
理
事
・
国
体
準
備
室
長

（
商
工
観
光
部
長
）

総
合
政
策
部
理
事
・
企
業
誘
致
・
起

業
・
創
業
担
当
（
地
域
調
整
部
長
）

保
健
福
祉
部
長
・
福
祉
事
務
所
長

（
総
合
政
策
部
長
）

商
工
観
光
部
長
（
総
務
部
次
長
）

※
（　
　

）
内
は
前
任

⑴
本
庁
と
総
合
事
務
所
の

職
員
交
流
を
推
進

⑵
組
織
・
機
構
の
改
編
等

湯本　重男伊藤　富
よしのぶ

之吉村　秀之米倉　稔

松原　純二

（
４
月
１
日
付
）
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課　

長　

級

・
総
務
部
総
務
課
長
（
市
民
部
税
務

課
長
）
中
原
滝
雄

・
総
務
部
財
政
課
長
（
総
務
部
財
政

課
主
幹
）
杉
山
寛ひ

ろ
た
だ校

・
総
務
部
財
政
課
主
幹
・
財
政
課
長

補
佐（
総
務
部
財
政
課
長
補
佐
）弘
中

保・
大
井
出
張
所
長
（
総
務
部
監
理
課

長
）
水
野
均

・
総
合
政
策
部
市
民
活
動
推
進
課
主

幹
・
市
民
活
動
推
進
課
文
化
振
興
室

長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
田
万
川
地

域
事
務
所
長
）
椋

む
く
の
き木

正
徳

・
兼
ね
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長

（
総
合
政
策
部
市
民
活
動
推
進
課
長
）

中
野
恵
子

・
総
合
政
策
部
市
民
活
動
推
進
課
主

幹
・
市
民
活
動
推
進
課
長
補
佐
・
市

民
相
談
室
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
総

合
政
策
部
市
民
活
動
推
進
課
長
補

佐
）
山
本
忠た

だ
と
ら虎

・
市
民
部
市
民
課
主
幹
・
市
民
課
長

補
佐
・
登
録
係
長
（
議
会
事
務
局
総

務
調
整
課
長
補
佐
）
大

お
お
し
な
は
た

品
畑
綾
子

・
保
健
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
長
・

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課
長
（
保

健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
）
田
中
隆

志・
保
健
福
祉
部
福
祉
課
長
・
人
権
推

進
室
長
・
福
祉
事
務
所
福
祉
課
長（
出

納
局
会
計
課
長
）
堀
田
良
彦

・
兼
ね
て
福
祉
事
務
所
介
護
保
険
課

長
（
保
健
福
祉
部
介
護
保
険
課
長
）

宮
本
英
二

・
保
健
福
祉
部
西
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
（
保
健
福
祉
部
高
齢
・

保
健
福
祉
課
主
幹
）
吉
松
富
美
恵

・
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
主
幹
・

健
康
増
進
課
長
補
佐
・
健
康
増
進
係

長
（
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
長
補

佐
）
岡
仁
美

・
保
健
福
祉
部
地
域
医
療
推
進
課
主

幹
・
管
理
係
長（
国
民
健
康
保
険
弥
富

診
療
セ
ン
タ
ー
事
務
長
）
品
川
和
司

・
兼
ね
て
診
療
支
援
局
長
（
萩
市
民

病
院
診
療
部
医
局
医
長
）
宮
内
嘉
明

・
兼
ね
て
診
療
部
地
域
医
療
支
援
局

地
域
連
携
室
長
（
萩
市
民
病
院
看
護

部
副
看
護
部
長
）
宮
内
美
智
代

・
農
林
部
萩
地
域
農
林
事
務
所
長（
大

井
出
張
所
）
阿
武
俊
和

・
商
工
観
光
部
商
工
課
長（
保
健
福
祉

部
地
域
医
療
推
進
課
主
幹
）
岡
崎
君

義・
商
工
観
光
部
商
工
課
主
幹
・
商
工

課
長
補
佐
（
商
工
観
光
部
商
工
課
長

補
佐
）
佐
内
忠
治

・
建
設
部
土
木
課
主
幹
・
土
木
課
長

補
佐
（
建
設
部
土
木
課
長
補
佐
）
上

田
秀
男

・
建
設
部
文
化
財
保
護
課
長
（
商
工

観
光
部
商
工
課
長
）
松
浦
好よ

し
ひ
ろ洋

・
上
下
水
道
部
水
道
管
理
課
長
（
上

下
水
道
部
水
道
業
務
課
長
）
村
中
昇

・
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課
長
（
上

下
水
道
部
下
水
道
建
設
課
長
）
國
光

道み
ち
の
り規

・
上
下
水
道
部
水
道
業
務
課
長
（
上

下
水
道
部
水
道
工
務
課
長
）
阿
武

敏さ
と
し

・
田
万
川
総
合
事
務
所
施
設
課
長（
地

域
調
整
部
地
域
調
整
課
長
）
増
野
眞

澄・
高
俣
支
所
長（
議
会
事
務
局
総
務

調
整
課
長
）
烏
田
茂
夫

・
須
佐
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局
須
佐
地
域
事

務
所
長
）
田
嶋
和
男

・
須
佐
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課
長
・

東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

（
須
佐
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
長
）

伊
藤
正
久

・
国
民
健
康
保
険
弥
富
診
療
セ
ン

タ
ー
事
務
長
・
総
務
係
長
・
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
す
さ
所
長
・
国
民
健

康
保
険
高
齢
者
保
健
福
祉
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
（
須
佐
総
合
事
務
所
健
康

福
祉
課
長
）
田
村
光
子

・
旭
総
合
事
務
所
経
済
課
長（
旭
総
合

事
務
所
市
民
生
活
課
長
補
佐
）阿
部
基

夫・
東
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
高
俣

支
所
長
）
波
多
野
茂

・
萩
図
書
館
長
・
総
合
政
策
部
図
書

館
・
児
童
館
建
設
準
備
室
主
幹
（
建

設
部
文
化
財
保
護
課
長
）
長
岡
健
二

・
併
総
合
政
策
部
国
体
準
備
室
主
幹

（
教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
長
）
渡
邉
善
行

・
川
上
公
民
館
長
・
教
育
委
員
会
事

務
局
川
上
地
域
事
務
所
主
幹
・
川
上

体
育
館
長
・
川
上
学
校
給
食
共
同
調

理
場
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
旭
地

域
事
務
所
長
）
山
下
滿
幸

・
江
崎
公
民
館
長
・
教
育
委
員
会
事
務

局
田
万
川
地
域
事
務
所
主
幹・
田
万
川

地
域
事
務
所
長
補
佐・
田
万
川
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長・
田
万
川
体
育

館
長・小
川
体
育
館
長・田
万
川
学
校
給

食
共
同
調
理
場
長
（
田
万
川
総
合
事
務

所
地
域
振
興
課
長
補
佐
）
長
谷
勝

・
吉
部
公
民
館
長
・
教
育
委
員
会
事

務
局
む
つ
み
地
域
事
務
所
主
幹
・
総

務
係
長
・
む
つ
み
生
涯
学
習
資
料
館

長
・
む
つ
み
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

所
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
む
つ
み

地
域
事
務
所
長
）
山
根
登

・
上
下
水
道
部
次
長
・
下
水
道
建
設

課
長
・
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
（
農
林

部
次
長
）
溝
部
吉
継

・
旭
総
合
事
務
所
次
長
・
健
康
福
祉

課
長
（
旭
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課

長
）
杉
山
幹み

き
ひ
ろ洋

・
出
納
局
次
長
・
会
計
課
長
（
上
下

水
道
部
総
務
管
理
課
長
）
木
下
要
二

・
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事
・
総
務

課
長
・
総
合
政
策
部
図
書
館
・
児
童

館
建
設
準
備
室
長
（
総
務
部
次
長
）

山
中
伸
彦

・
消
防
本
部
消
防
次
長
・
総
務
課
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
長
）

藤
山
治
博

・
教
育
委
員
会
事
務
局
須
佐
地
域
事

務
所
主
幹・
総
務
係
長・
須
佐
公
民
館

長・
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館
長
（
東
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
須
川
眞
悟

・
明
木
公
民
館
長
・
教
育
委
員
会
事

務
局
旭
地
域
事
務
所
主
幹
・
明
木
図

書
館
長
・
旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
所
長
・
明
木
学
校
給
食
共
同
調

理
場
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
川
上

地
域
事
務
所
長
）
岡
村
正
治

・
佐
々
並
公
民
館
長・
旭
活
性
化
セ
ン

タ
ー
所
長（
旭
総
合
事
務
所
経
済
課
長
）

山
本
滿
雄

・
福
川
公
民
館
長
・
教
育
委
員
会
事

務
局
福
栄
地
域
事
務
所
主
幹
・
半
田

公
民
館
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
福

栄
地
域
事
務
所
長
）
水
津
信
治

・
消
防
本
部
警
防
課
長(

消
防
署
主

幹)

大
嶋
昇

・
消
防
署
長
（
消
防
本
部
警
防
課
長
）

中
屋
健
司

・
消
防
本
部
予
防
課
主
幹
・
予
防
課

長
補
佐（
消
防
本
部
予
防
課
長
補
佐
）

松
浦
俊
生

・
消
防
署
主
幹
・
消
防
署
副
署
長
・

弥
富
出
張
所
長
・
紫
福
分
遣
所
長（
消

防
本
部
警
防
課
主
幹
）
田
村
幸
一
郎

・
消
防
署
主
幹
・
消
防
本
部
警
防
課

通
信
指
令
室
長
（
消
防
署
第
２
小
隊

長
）
井
町
善
満

※
課
長
級
以
上
で
所
属
に
異
動
が

あ
っ
た
職
員
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。
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パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
は
、
簡
単

に
い
う
と
、
脳
が
出
す
運
動
の
指

令
が
う
ま
く
伝
わ
ら
ず
、
体
が
ス

ム
ー
ズ
に
動
か
な
く
な
る
病
気
で
、

１
８
１
７
年
に
こ
の
病
気
を
初
め

て
報
告
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
の

名
前
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
患
者

数
は
人
口
10
万
人
に
つ
き
１
０
０

～
１
２
０
人
で
、
萩
市
で
も
60
～

80
人
は
い
ま
す
の
で
、
決
し
て
珍

し
い
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

発
病
す
る
の
は
50
～
60
歳
代
が

多
い
の
で
す
が
、
20
歳
～
80
歳
代

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
で
発
症
し
、

男
女
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
2
世
（
前
ロ
ー
マ
法
王
）、

毛
沢
東
、
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー

（
政
治
家
）
な
ど
も
こ
の
病
気
に

罹
患
し
ま
し
た
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
症
状

　

症
状
と
し
て
は
、
振し

ん
せ
ん戦

（
ふ
る

え
）、
筋

き
ん
き
ょ
う強

剛ご
う

（
筋
肉
の
こ
わ
ば

り
）、
動
作
緩
慢
、
歩
行
・
姿
勢

反
射
障
害
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

◦
振　

戦

　

多
く
の
場
合
、
じ
っ
と
し
て
い

る
時
に
認
め
ら
れ
る
静
止
時
の
振

戦
で
す
。
毎
秒
4
～
7
回
の
規
則

的
な
ふ
る
え
で
、
左
右
差
を
伴
い
、

親
指
と
他
の
指
で
丸
薬
を
丸
め
る

よ
う
な
動
き
が
特
徴
で
す
。
上
肢

に
出
現
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
下
肢
に
も
同
様
に
出
現
し
ま

す
。
緊
張
す
る
と
増
強
し
、
動
か

し
た
り
、
注
意
を
向
け
た
り
す
る

と
軽
減
し
ま
す
。

◦
筋
強
剛

　

正
常
者
で
は
力
を
抜
い
た
状
態

で
肘
や
肩
な
ど
を
他
動
的
に
動
か

そ
う
と
し
た
際
に
、
抵
抗
が
な
い

の
が
普
通
で
す
。
こ
の
病
気
で
は

持
続
性
の
抵
抗
が
あ
り
、
こ
れ
を

筋
強
剛
と
呼
び
ま
す
。
典
型
的
な

場
合
は
、
カ
ク
カ
ク
と
い
う
よ
う

な
歯
車
様
の
抵
抗
感
が
あ
り
ま
す
。

首
、
肘
、
手
首
、
膝
関
節
な
ど
に

認
め
ら
れ
、
左
右
差
が
あ
る
の
が

普
通
で
す
。

◦
動
作
緩
慢

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
は
す
べ
て

の
動
作
が
乏
し
く
、
ゆ
っ
く
り
に

な
り
ま
す
。
表
情
の
変
化
・
ま
ば

た
き
の
減
少
（
仮
面
様
顔
貌
）
が

あ
り
、
衣
服
の
着
脱
や
物
を
手
に

取
る
な
ど
の
簡
単
な
動
作
が
、
ま

る
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
歩
行
・
姿
勢
反
射
障
害

　

歩
行
は
ゆ
っ
く
り
で
、
腕
ふ
り

が
減
り
ま
す
。
ま
た
歩
幅
が
狭
く

な
り（
小
刻
み
歩
行
）ち
ょ
こ
ち
ょ

こ
と
し
た
歩
き
や
す
く
み
足
（
第

一
歩
目
が
出
に
く
い
）
と
な
り
ま

す
。
姿
勢
は
、
上
半
身
を
前
傾
・

前
屈
さ
せ
、
立
位
で
体
を
押
さ
れ

る
と
押
さ
れ
た
方
向
へ
突
進
す
る
、

姿
勢
反
射
障
害
も
お
き
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
に

つ
い
て

　

上
記
の
よ
う
な
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

症
状
を
示
す
病
気
は
種
々
あ
り
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
以
外
に
も
脳
梗

塞
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
な
ど
の
病

気
や
、
薬
（
抗
う
つ
薬
、
向
精

神
薬
、
胃
薬
な
ど
）
の
副
作
用
で

も
同
様
症
状
を
示
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
原
因
も
治
療
法
も
違
う
た

め
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
区
別
し

て
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
原
因

　

脳
内
の
黒
質
と
い
う
部
分
の
神

経
細
胞
の
数
が
減
る
こ
と
が
原
因

で
す
。
こ
こ
の
神
経
細
胞
は
、
ま

た
ド
パ
ミ
ン
と
い
う
物
質
を
含
ん

で
い
る
の
で
、
脳
内
の
ド
パ
ミ
ン

が
減
少
す
る
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
黒
質
の
細
胞
が

な
ぜ
減
る
の
か
は
よ
く
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

障
害
や
活
性
酸
素
の
生
成
増
大
が

関
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療

　

薬
物
療
法
と
手
術
療
法
が
あ
り

ま
す
が
、
基
本
は
薬
物
療
法
で

す
。
原
因
で
あ
る
ド
パ
ミ
ン
を
増

や
す
効
果
の
あ
る
薬
を
使
用
し
ま

す
。
現
在
は
よ
く
効
く
薬
が
あ
る

の
で
、
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
症

状
を
改
善
し
、
進
行
を
遅
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
病
気
に
つ
い
て
は
「
発
症

10
年
後
く
ら
い
に
は
寝
た
き
り
に

な
っ
て
動
け
な
く
な
る
」
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
も

い
ま
す
が
、
現
在
で
は
様
々
な
薬

が
あ
り
、
病
気
を
完
治
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
症
状
の
改
善

が
か
な
り
期
待
で
き
ま
す
。
病
気

に
な
っ
て
か
ら
の
生
存
期
間
も
延

長
し
、
平
均
寿
命
は
健
常
者
と
ほ

ぼ
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
厚

生
労
働
省
の
「
特
定
疾
患
」
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
重
症
度
が
高
く

な
る
と
治
療
費
の
補
助
も
受
け
ら

れ
ま
す
。
無
用
な
不
安
を
抱
か
ず
、

積
極
的
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

⑨

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て

医
師　

三
隅 

俊
吾

（
専
門  

内
科
・
神
経
内
科
）

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
増
加
し
て
い
る
病
気
で
す
。

か
つ
て
は
治
療
薬
も
な
い
神
経
難
病
の
代
表
的
な
疾
患
で
し
た
が
、
現
在
で

は
薬
の
種
類
が
増
え
、
治
療
の
選
択
肢
も
様
々
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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　11 月 12 日に開催する国民文化祭「民謡・民舞の祭典」
よさこいの部では新たに子どもチームを結成しオープニン
グでよさこいを披露していただきます。そこで、よさこい
を踊ってみたい小・中学生を募集します。
　よさこいは誰でもできる楽しい踊りです。皆さんの参加
をお待ちしています。
■参加資格　市内の小・中学生
■参加申込　市民活動推進課または各総合事務所備え付け
   　　　　　の参加申込用紙に記入のうえ提出
■参加料　　2,000 円程度（本番衣装代）
　　　　　　※練習の会場への移動経費などについては、
　　　　　　自己負担
■練　習　　月１回程度、会場については申込状況を確認
　　　　　　後、連絡します。
■問い合わせ　市民活動推進課　国民文化祭萩市実行委員会
　　　　　　事務局（２５・３５９０）

子どもよさこいチーム
　参加者募集 !

平成18年11月3日（金・祝）～11月12日（日）

陶芸展
11月３日（金・祝）▷12日（日）

「川柳」

11月４日（土）
文 芸 祭

「歴史とまち並み」
シンポジウム

11月４日（土）▷５日（日）

フラメンコ
たまがわ de!

11月４日（土）▷５日（日）

民謡・民舞の祭典
11月11日（土）▷12日（日）

　３月 19 日、須佐文化センターで国民文化祭「たまがわ
de ！フラメンコ」で行う創作フラメンコ「ア・モール de
お菊」の脚本・音楽・振付等ができあがり、関係者が集まっ
て初の舞台練習が開催されました。
　当日は、東京から脚本家の鈴木完一郎さん、振付指導の
山本壬子（ていこ）さんらが来られ、田万川地域のロス・ア
ミーゴス田万川を中心とした出演団体に熱心な指導を行い
ました。
　創作フラメンコ「ア・モール de お菊」は、山口県指定文
化財の西堂寺（江崎）にまつわる地元民話を題材にしたもの
で、鍋山長者の娘・お菊は、使用人・七五郎との叶わぬ恋に
悩み海へ入水、漁師たちが総出でお菊を探した時、網に掛
かった地蔵をお菊の化身として祀ったと言われています。
　今回の創作フラメンコではお菊の地元、小川地区の神楽
団体も出演する予定で、創作フラメンコの最後を飾ります。
　今回は初めての本格的な練習ということで、まだまだ十
分な形にはなっていませんでしたが、11 月の本番までに
どのように変わっていくか楽しみです。

創作フラメンコ
練習開始 !

△須佐文化センター
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農
業
者
の
代
表

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

【
会
長
】
原
光
孝
（
福
栄
地
区
）

【
会
長
職
務
代
理
】
倉
増
則
之
（
須

佐
地
区
）

【
田
万
川
地
区
】桑
原
勝
、品
川
啓
二
、

橋
本
徹
也
、
梅
津
芳
生
、
上
杉
重
男
、

大
谷
則
夫
、
長
田
好
夫

【
須
佐
地
区
】大
塚
茂
生
、田
島
康
朗
、

中
村
和
末
、
河
澄
政ま

さ
ふ
み

史
、
石
川
安
典

【
む
つ
み
地
区
】
猪

い
の
ま
た亦

修お
さ
む生

、
増
野

弘
晃
、
吉
岡
昌
子
、
稲
垣
千
江
子
、

熊
野
満

み
つ
の
り規

、
秦は

た
あ
な

穴
信
義
、
村
田
守

【
福
栄
地
区
】
岡
卓
、
岡
政
夫
、
原

田
知
美
、
山
根
義
雄
、
柴
田
宏
、
藤

田
清
一
、
世
良
敏
幸
、
藏
増
裕
一
、

來く
り
は
ら原

保
夫

【
農
協
推
薦
】
有
田
源
二

【
共
済
組
合
推
薦
】
廣
兼
繁
正

【
土
地
改
良
区
推
薦
】
佐
伯
勇

【
市
議
会
推
薦
】嶋
哲
子
、長
安
良
男
、

村
上
和
子
、
佐
伯
靖や

す
ふ
み史

【
会
長
】
吉
屋
憲
治
（
大
井
地
区
）

【
会
長
職
務
代
理
】
山
根
俊
昭
（
明

木
地
区
）

【
椿
東
地
区
】
田
中
敬
一
郎
、
小
野

村
壽
美
夫
、
杉
山
吉
利
、
八や

じ道
猛た

け
く
ま熊

【
大
井
地
区
】
金
谷
一
男
、
佐
伯

泰ひ
ろ
し資

、
吉
村
彌
太
郎

【
大
島
地
区
】
鈴
川
肇
、
濱
村
繁
男

【
相
島
地
区
】
入
江
綱
一

【
川
内
地
区
】
中
村
昌
幸
、
藤
原
昭

夫【
椿
地
区
】
幸
坂
光
彦
、
大
谷
憲
治
、

有
田
榮
一

【
山
田
地
区
】
片
岡
兼
雄
、
西
山
善

明【
三
見
地
区
】
岡
村
勇
治
、
山
根
勉

【
見
島
地
区
】
船
戸
英
明
、
弘
中
忠

男【
川
上
地
区
】
森
靖
弘
、
大
田
勧

【
明
木
地
区
】
竹
内
正
道
、
橋
本
昌

保【
佐
々
並
地
区
】
佐
々
木
勝か

つ
い
ち

一
、
阿

部
繁
、
藤
田
美
明

【
農
協
推
薦
】
兒
玉
勝
利

【
共
済
組
合
推
薦
】
宇
田
川
幸
作

【
土
地
改
良
区
推
薦
】
長
岡
敏
夫

【
市
議
会
推
薦
】
小
林
廣ひ

ろ
う
み

海
、
楊や

な
い井

敦
子
、
藤
原
轟

と
ど
ろ
き、

上
田
康
弘

３
月
６
日
か
ら
新
し
い
農
業
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
２
月

19
日
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
（
無
投
票
）
で
決
ま
っ
た

委
員
各
30
人
と
各
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
選
任
委
員
各
７

人
の
計
74
人
で
、
任
期
は
３
年
で
す
。

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
保
険
料
の
納
付
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
れ
ば
、
在
学
期
間
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
万
一
、
在
学
中
の
事
故
や
病

気
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
し
て

も
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

承
認
さ
れ
る
期
間
は
、
届
出
し

　

入
院
時
の
食
事
の
負
担
は
、
こ
れ
ま
で
食
数
に
関
わ
ら

ず
１
日
単
位
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
健
康
保
険
法

等
の
規
定
に
基
づ
き
、
４
月
１
日
か
ら
１
食
単
位
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

○
国
民
健
康
保
険　

市
民
課
保
険
係
（
２
５
・
３
７
８
１
）

○
老
人
医
療　

市
民
課
老
人
保
健
・
年
金
係

（
２
５
・
３
２
３
９
）

学
生
の
皆
さ
ん　

国
民
年
金
の
学
生

　

納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

国
民
健
康
保
険
・
老
人
医
療

【変更前】 【変更後】

①一般の方 １日につき
７８０円 → １食につき

２６０円　

②市民税非課税の世帯
　に属する方等
　（③以外の方）
　（過去１年間の入院　
　日数が 90 日を超え
　ている場合）

１日につき
６５０円

（５００円）
→

１食につき
２１０円

（１６０円）

③②のうち、所得が一
　定の基準に満たない
　70 歳以上の方等

１日につき
３００円 → １食につき

１００円

た
年
度
の
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
と
な
り
、
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。

　

猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。追
納
が
な
い
場
合
は
、

そ
の
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
額

に
は
算
入
さ
れ
ず
、
受
給
権
発
生

の
た
め
の
資
格
期
間
の
み
に
算
入

さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
学
生　

大
学
・
大

学
院
・
短
大
・
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
・
各
種
学

校
（
１
年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し

て
い
る
方
に
限
る
）
お
よ
び
そ
の

他
の
教
育
施
設
（
夜
間
・
定
時
制

課
程
や
通
信
制
課
程
も
含
む
）
に

在
学
し
、
学
生
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
で
あ
る
方
。

○
所
得
の
基
準
額　

前
年
の
所
得

か
ら
社
会
保
険
料
控
除
額
等
を
控

除
し
た
後
の
金
額
が
、
１
１
８
万

円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円
以

下○
持
参
品　

在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証
の
写
し
・
印
鑑

○
申
請
場
所　

市
民
課
老
人
保

健
・
年
金
係
、
各
総
合
事
務
所
市

民
生
活
課
、
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
老
人
保

健
・
年
金
係
（
２
５
・
３
２
３
９
）

４
月
１
日
か
ら
入
院
時
の
食
費
の

負
担
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

※②、③に該当する方は、減額認定証を被保険者
証に添えて医療機関の窓口に提出することにより、
減額されます。

■
萩
市
東
農
業
委
員
会

■
萩
市
西
農
業
委
員
会
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萩博物館情報
平成 18 年度展覧会

　

激
動
の
幕
末
期
、
命
が
け
で
英

国
へ
渡
っ
た
長
州
出
身
の
５
人
の

留
学
生
た
ち
ー
伊
藤
博
文
・
井
上

馨
・
山
尾
庸
三
・
遠
藤
謹
助
・
井

上
勝
ー
。
彼
ら
は
西
洋
近
代
文
明

の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
衝
撃

を
受
け
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓

く
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。
館
蔵

品
を
中
心
に
そ
の
足
跡
を
た
ど
り

ま
す
。

　

金
閣
（
鹿
苑
寺
）・
銀
閣
（
慈

照
寺
）
に
伝
わ
る
鎌
倉
か
ら
室
町

の
足
利
文
化
を
象
徴
す
る
名
品
、

そ
し
て
江
戸
時
代
の
絵
画
や
墨

蹟
、
茶
道
具
な
ど
の
優
品
を
展
示

し
ま
す
。

　

川
柳
の
改
革
復
興
に
尽
く
し
た

井
上
剣
花
坊
と
、
総
理
大
臣
を
務

め
た
伊
藤
博
文
・
山
形
有
朋
・
桂

太
郎
・
田
中
義
一
。
い
ず
れ
も

幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に
か
け
て

萩
の
地
に
育
ち
、
近
代
日
本
に
生

き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
歩
ん
だ

足
跡
を
紹
介
し
、
そ
の
出
発
点
で

あ
っ
た
萩
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

萩
出
身
の
医
学
者
に
し
て
、
晩

年
は
政
界
に
も
活
躍
し
た
山
根
正

次
。
彼
は
ま
た
、
日
本
医
科
大
学

の
創
設
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
正
次
が
収
集
し
た
幕
末
の

志
士
た
ち
の
手
紙
（
書
簡
）
が
、

ご
子
孫
の
好
意
に
よ
り
萩
市
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
品
の

数
々
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

ー
密
航
留
学
生
と
明
治
維
新
ー

晋
作
と
龍
馬

７
月
１
日
〜
９
月
３
日

ー
幕
末
に
輝
い
た
二
つ
の
青
春
ー

長
州
フ
ァ
イ
ブ

４
月
22
日
〜
６
月
18
日

金
閣
寺
・
銀
閣
寺
の
名
宝

９
月
16
日
〜
10
月
25
日

　

幕
末
の
同
じ
時
代
に
生
き
、
１

８
６
７
年
と
い
う
同
じ
年
に
亡
く

な
っ
た
高
杉
晋
作
と
坂
本
龍
馬
。

今
年
が
仏
式
で
１
４
０
年
祭
に
あ

た
り
ま
す
。

　

萩
博
物
館
の
高
杉
晋
作
資
料
室

の
資
料
に
、
龍
馬
が
姉
の
乙
女
に

出
し
た
「
霧
島
登
山
の
絵
入
り
書

簡
」
や
龍
馬
暗
殺
の
現
場
に
あ
っ

た
血
染
め
の
屏
風
（
い
ず
れ
も
重

要
文
化
財
）
を
京
都
国
立
博
物
館

か
ら
借
り
る
な
ど
龍
馬
関
係
資
料

を
加
え
て
１
０
０
点
あ
ま
り
を
展

示
。
こ
の
２
人
に
絞
っ
た
特
別
展

は
全
国
で
も
初
め
て
で
す
。

ー
萩
に
育
ま
れ
た

　
　
　
　
　

近
代
川
柳
の
旗
手
ー

井
上
剣
花
坊
と
川
柳

11
月
２
日
〜
12
月
10
日

ー
萩
に
育
ま
れ
た

　
　
　

近
代
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
ー

四
人
の
宰
相

ー
山
根
正
次
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ー

幕
末
志
士
た
ち
の
手
紙

12
月
18
日
〜
平
成
19
年
４
月
８
日

　

男
女
が
家
庭
・
職
場
・
地
域

な
ど
で
互
い
に
人
権
を
尊
重
し

つ
つ
、
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　

日
々
の
生
活
を
見
つ
め
直
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
度
は

定
期
的
に
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
や
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
相

談
や
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

•
萩
市
女
性
相
談
窓
口
専
用
ダ

イ
ヤ
ル　

２
５
・
３
３
６
６

•
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
（
緊
急
用
）

　

０
１
２
０
・
２
３
８
１
２
２

　

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向

け
て
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の
指

針
と
な
る
「
萩
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。
そ
の

策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
広
く
取
り
入
れ
る
た
め

に
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

５
人
（
選
考
に
よ

り
決
定
）

■
任
期　

委
員
会
設
置
か
ら
プ
ラ

ン
策
定
の
完
了
ま
で（
概
ね
１
年
）

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳

以
上
の
方　

■
申
込
方
法　

４
月
28
日
ま
で

に
、
市
民
活
動
推
進
課
お
よ
び

各
総
合
事
務
所
備
え
付
け
の
申

込
書
に
記
入
の
う
え
、
応
募
理

由
（
４
０
０
字
以
上
、書
式
不
問
）

を
添
え
て
郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

■
申
し
込
み

〒
７
５
８
¦

８
５
５
５
萩
市
市

民
活
動
推
進
課
男
女
共
同
参
画
推

進
室
（
２
５
・
３
３
７
３
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
５
・
３
４
２
０
、
Ｅ
メ
ー
ル

danjo@
city.hagi.yam

aguchi.
jp

）
お
よ
び
各
総
合
事
務
所
地
域

振
興
課

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　

策
定
委
員
募
集

ご
存
じ
で
す
か

　
　

萩
市
女
性
相
談
窓
口

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
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３
月
19
日
、
千
春
楽
・
味
楽
亭
で

「
萩
の
酒
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、「
利
き
酒
競
技
会
」

と
、
萩
市
、
阿
武
郡
内
の
13
醸
造
所

の
新
酒
お
よ
び
地
元
の
新
鮮
な
魚
介

類
を
中
心
と
し
た
肴
や
地
ビ
ー
ル
を

楽
し
む
「
酒
と
肴
を
楽
し
む
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
２
３
５
人
は
、
じ
っ
く

り
萩
の
新
酒
と
料
理
を
味
わ
い
ま
し

た
。 萩

の
酒
を
味
わ
お
う

萩
国
際
大
学
76
人　

　
　

学
び
舎
巣
立
つ

萩
の
酒
ま
つ
り

　

萩
国
際
大
学
で
、
３
月
20
日
に

卒
業
式
が
行
わ
れ
、
留
学
生
49
人

を
含
む
４
年
生
76
人
（
国
際
情
報

学
部
国
際
学
科
21
人
、
経
営
情
報

学
科
55
人
）
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
、
３

月
15
日
現
在
で
就
職
希
望
者
31
人

に
対
し
25
人
（
81
％
）
の
就
職
先

が
決
定
。
ま
た
、
15
人
が
大
学
院

に
進
学
し
ま
し
た
。

　

萩
国
際
大
学
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
社
会
福
祉
系
（
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
学
部
）
の
大
学
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

　

３
月
17
日
、
外
国
客
船
ス
ピ

リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
オ
セ
ア
ヌ
ス
が

（
バ
ハ
マ
船
籍
、
４
２
０
０
ｔ
）、

マ
リ
ー
ナ
萩
に
寄
港
。
ア
メ
リ

カ
を
中
心
と
し
た
乗
客
１
１
８
人

が
、
萩
の
町
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

こ
の
客
船
は
日
本
初
寄
港
で
、

ア
メ
リ
カ
の
運
航
会
社
が
企
画
し

た
も
の
。
ク
リ
ッ
パ
ー
オ
デ
ッ
セ

イ
や
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
な

ど
、
11
月
ま
で
に
16
回
の
寄
港
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
海
を
渡
っ
て

海
外
の
お
客
も
萩
へ
訪
れ
ま
す
。

観
光
客
船
が

　
　
　

寄
港

　

４
月
１
日
付
け
で
、
見
島
診
療
所

と
弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー
に
、
新
し
い

医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

見
島
診
療
所
に
着
任
し
た
の
は
、

松
井
芳
夫
医
師
（
31
歳
）。
徳
山
の

出
身
で
、
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

等
を
経
て
の
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー
に
着
任
し

た
の
は
、
中
山
隆
安
医
師
（
49
歳
）。

広
島
県
の
出
身
で
、
広
島
市
内
の
病

院
等
で
勤
務
。「
で
き
る
限
り
住
民

の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
」
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

見
島
診
療
所
、
弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
し
い
医
師

中山医師 松井医師

歓
迎
！
海
か
ら
の
観
光
客
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３
月
17
日
、
萩
地
区
日
韓
親
善
協

会
（
会
長　

三
村
卓
治
）
と
在
日
本

大
韓
民
国
山
口
県
民
団
萩
支
部
（
団

長　

河
順
二
）
が
日
本
海
を
一
望
す

る
笠
山
山
頂
広
場
で
記
念
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。

　

２
０
０
５
年
は
日
本
と
韓
国
が

国
交
正
常
化
し
て
40
年
の
節
目
を
迎

え
、
両
国
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行

事
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
記
念

植
樹
も
そ
の
一
環
。
日
本
の
花
サ
ク

ラ
と
韓
国
の
花
無ム

グ
ン
フ
ァ

窮
花
（
ム
ク
ゲ
）

を
植
樹
し
ま
し
た
。

日
韓
国
交
正
常
化
40
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
植
樹

　

４
月
３
日
、
旧
湯
川
家
屋
敷
か
ら

桂
太
郎
旧
宅
（
川
島
）
の
藍
場
川
沿

い
で
、
千
代
紙
な
ど
で
作
っ
た
お
雛

さ
ま
を
流
す
「
流
し
雛
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
女
の
子
の
健
や
か
な
成

長
と
無
病
息
災
を
祈
っ
て
行
う
も
の

で
、
約
３
５
０
人
の
市
民
や
観
光
客

が
訪
れ
ま
し
た
。
和
服
姿
の
女
の
子

も
多
く
見
ら
れ
、
楽
し
そ
う
に
雛
を

流
し
ま
し
た
。

流
し
雛

無
病
息
災
を
祈
っ
て

　

４
月
１
日
、
山
口
阿
武
農
協
と

萩
市
農
協
が
合
併
し
、「
あ
ぶ
ら

ん
ど
萩
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
あ

ぶ
ら
ん
ど
萩
）」
が
誕
生
し
、
同

農
協
本
所
で
設
立
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
農
協
は
、
正
組
合
員
数

１
万
２
２
８
人
、
准
組
合
員
数

６
２
５
７
人
の
計
１
万
６
４
８
５

人
、
貯
金
高
６
９
０
億
円
、
貸
出

金
１
８
８
億
円
、
販
売
品
取
扱
高

４
２
億
円
。
本
所
は
旧
萩
市
農
協

本
所
（
江
向
）
に
置
か
れ
ま
す
。

「
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
」
誕
生

山
口
阿
武
農
協
と
萩
市
農
協
が
合
併

　

前
日
の
夜
に
は
、
ろ
う
そ
く
に

火
を
つ
け
た
灯
籠
雛
を
流
す
「
ぼ

ん
ぼ
り
流
し
雛
」
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

「
萩
・
阿
西
商
工
会
」

　
　
　
　
　
　

誕
生

　

４
月
１
日
、
萩
・
阿
西
商
工
会

の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
川

上
村
商
工
会
、む
つ
み
村
商
工
会
、

旭
村
商
工
会
、
福
栄
商
工
会
が
合

併
、
会
員
数
は
２
９
７
人
。
本
所

は
旧
川
上
村
商
工
会
に
置
か
れ
、

他
は
支
所
に
な
り
ま
す
。

　

式
で
は
、
能
美
毅
会
長
が
「
４

地
域
の
長
所
を
高
め
る
こ
と
で
、

商
工
だ
け
で
な
く
、
経
済
や
観
光

の
発
展
に
も
つ
な
げ
て
い
く
よ
う

一
致
団
結
し
て
頑
張
り
た
い
」
と

述
べ
、会
の
発
展
を
祝
い
ま
し
た
。

萩

萩
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文部科学大臣感謝状　

高
俣
集
会
所
で
「
む
つ
み
子
ど

も
の
館
」
を
運
営
し
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い

むつみチャイルドサポーター

る
「
む
つ
み
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ポ
ー

タ
ー
」
が
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
、
田
村
ひ
と
み
さ
ん
、

佐
々
木
智
惠
子
さ
ん
、
堀
田
幸
子

さ
ん
（
以
上
高
佐
下
）、
大
田
睦

美
さ
ん
（
高
佐
上
）
の
４
人
で
す
。

　

む
つ
み
子
ど
も
の
館
は
、
放
課

後
や
週
末
の
子
ど
も
達
の
遊
び
場

と
し
て
平
成
15
年
４
月
に
開
設
。

　

年
末
年
始
を
除
く
ほ
ぼ
毎
日
開

館
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
館
に
来
る

子
ど
も
達
の
見
守
り
の
ほ
か
、
月

に
１
～
２
回
竹
細
工
づ
く
り
な
ど

の
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
28
日
、
須
佐
図
書
館
で

海
で
拾
っ
た
石
に
好
き
な
絵
を
描

く「
お
も
し
ろ
い
し
こ
ろ
ア
ー
ト
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ア
ー
ト
は
、
絵
を
描
く
こ

と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
参
加
者
は

講
師
の
河
村
ゆ
み
子
さ
ん
（
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
耳

に
し
な
が
ら
、
石
の
形
・
色
・
表

面
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
や
魚
、
う
さ
ぎ
、
お
に
ぎ

り
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
石
に
絵
を

描
い
て
い
ま
し
た
。

お
も
し
ろ　

い
し
こ
ろ
ア
ー
ト

　

高
俣
地
区
に
は
、
自
衛
隊
が
夜

間
飛
行
訓
練
な
ど
を
行
う
む
つ
み

演
習
場
が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
11
日
、
消
防
団
む
つ
み
方

面
団
員
に
よ
っ
て
野
焼
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
炎
は
見
る
間
に
広

が
っ
て
い
き
、
雄
大
な
台
地
は
一

瞬
の
う
ち
に
黒
色
の
焼
け
野
原
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
野
焼
き
は
、
毎
年
実
施
さ

れ
、
春
先
に
は
、
一
面
緑
の
台
地

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

む
つ
み
演
習
場　

野
焼
き

　

３
月
１
日
か
ら
３
年
目
の
運
航

を
開
始
し
た
萩
八
景
遊
覧
船
が
、

４
月
１
日
〜
９
日
の
９
日
間
、
桜

鑑
賞
コ
ー
ス
を
運
航
し
ま
し
た
。

　

橋
本
川
沿
い
の
河
添
地
区
の
桜

の
見
頃
時
期
に
合
わ
せ
て
、
橋
本

川
上
流
へ
片
道
1.4
㎞
延
長
し
ま
し

た
。
延
長
さ
れ
た
コ
ー
ス
沿
い
に

は
約
２
７
０
本
の
桜
が
咲
い
て
い

ま
す
。
期
間
中
、
大
勢
の
観
光
客

な
ど
が
乗
船
し
、
水
上
か
ら
桜
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

通
常
運
航
は
、
11
月
ま
で
。
所

要
時
間
は
約
40
分
。

萩
八
景
遊
覧
船

　

桜
鑑
賞
コ
ー
ス

萩

むつみ

むつみ

須佐
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萩
お
た
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

は
、
萩
の
お
た
か
ら
を
探
し
、
リ

ス
ト
等
を
作
り
、
見
守
る
取
り
組

み
で
す
。
第
２
回
目
と
な
る
今
年

は
12
月
に
約
30
人
が
参
加
し
、
明

木
の
赤
瓦
集
落
を
舞
台
に
開
催
、

３
月
23
日
に
「
乳
母
の
茶
屋
」
で

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

明
木
地
区
の
お
た
か
ら
探
し
で

は
、
萩
往
還
や
水
路
、
屋
敷
の
配

置
な
ど
に
つ
い
て
、
昔
と
現
在
を

比
較
し
、
新
た
な
歴
史
的
・
文
化

的
資
源
を
発
見
し
ま
し
た
。　

明
木
の
お
た
か
ら　

再
発
見

　

３
月
26
日
、
長
小
野
里
山
交
流

会
が
長
小
野
里
山
フ
ィ
ー
ル
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
交
流
会
は
、

全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行

者
協
議
会
か
ら
の
助
成
を
受
け
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
山
口

市
な
ど
か
ら
45
人
が
参
加
。
国
際

竹
と
ん
ぼ
協
会
山
口
県
本
部
萩
支

部
長
の
秋
山
壯
さ
ん
を
指
導
者
に

迎
え
、
竹
と
ん
ぼ
を
作
っ
た
り
、

椎
茸
を
収
穫
し
た
り
、
春
の
里
山

を
満
喫
し
ま
し
た
。

春
の
里
山
で

長
小
野
里
山
交
流
会

萩
お
た
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

３
月
28
日
〜
30
日
、
大
韓
民
国

全ゼ
ン

羅ラ

南ナ
ン

道ド
ウ

靈レ
イ

巖ガ
ン

郡グ
ン

德ト
ッ
チ
ン
ミ
ョ
ン

津
面
の
老

人
会
会
員
等
10
人
が
来
萩
し
ま
し

た
。
德
津
面
と
旧
福
栄
村
は
、
平

成
15
年
６
月
に
姉
妹
提
携
を
し
、

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

29
日
に
は
、
韓
日
友
好
老
人
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
が
福
栄
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
萩
市
福
栄
支

部
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

一
緒
に
楽
し
み
、
そ
の
後
交
流
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

韓
日
友
好
老
人
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

　

旧
小
川
中
学
校
は
旧
多
磨
中
学

校
と
統
合
し
、
平
成
15
年
４
月
か

ら
田
万
川
中
学
校
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
平
成

17
年
１
月
に
田
万
川
中
学
校
の
新

校
舎
が
完
成
す
る
ま
で
の
１
年
９

か
月
間
、
生
徒
は
旧
小
川
中
学
校

校
舎
で
学
び
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
文
化
祭
で
田
万
川
中

学
校
の
生
徒
が
製
作
し
た
モ
ザ
イ

ク
壁
画
が
、
田
万
川
中
学
校
の
玄

関
ホ
ー
ル
階
段
踊
り
場
に
掲
示
さ

れ
ま
し
た
。

モ
ザ
イ
ク
壁
画  

旧
小
川
中
校
舎
を
偲
ぶ

　

思
い
出
深
い
旧
校
舎
を
、
新
し

い
田
万
川
中
校
舎
で
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

旭旭

福栄田万川
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川
上
地
域
の
相
原
に
近
い
県
道

わ
き
（
川
上
総
合
事
務
所
そ
ば
の

三み
の
り徳

橋
手
前
）
に
、
江
戸
時
代
に

地
域
住
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し

て
機
能
し
て
い
た
阿
武
川
水
運
を

守
る
た
め
に
殉
じ
た
義
民
２
人
を

祀
る
「
背
向
け
地
蔵
」
が
あ
り
ま

す
。
県
道
に
背
を
向
け
、
川
を
見

つ
め
て
い
る
の
で
こ
う
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

築
城
さ
れ
、
急
激
に
城
下
町
と

し
て
発
展
し
た
萩
城
下
に
生
活
必

　

弥
富
下
及お

よ
び
だ
に

谷
に
あ
る
三
段
に

分
か
れ
た
高
さ
約
70
ｍ
の
滝
で
、

阿
武
町
の
伊
良
尾
山
麓
か
ら
湧
き

出
る
年
中
水
温
14
℃
前
後
の
豊
富

な
清
水
が
流
れ
、
老
木
の
間
に
飛

沫
を
飛
ば
す
景
観
は
勇
壮
で
す
。

　

滝
壺
の
傍
ら
に
は
洞
穴
が
あ

り
、
毛
利
元
就
に
敗
れ
た
陶す

え

晴は
る

賢た
か

の
残
党
が
山
伏
と
な
っ
て
こ
の

地
に
逃
れ
、
そ
の
子
孫
の
市い

ち

高た
か

吉き
ち
の
ひ
ょ
う
え

之
兵
衛
が
黄
金
の
茶
釜
を
隠
し

た
と
い
う
伝
説
も
あ
り
ま
す
。

道
永
の
滝

需
品
で
あ
る
薪
や
炭
を
供
給
し
続

け
た
の
は
、
阿
武
川
水
運
の
便
を

も
つ
川
上
地
域
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
寛
政
年
間
以
降
、
萩

川
島
の
太
鼓
湾
に
酒
造
家
が
代
官

の
許
可
を
得
て
、
水
車
を
設
置
。

そ
の
た
め
に
本
川
筋
の
水
勢
が
衰

え
て
薪
炭
船
の
運
航
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域

住
民
は
水
車
の
撤
去
を
願
い
出
ま

し
た
が
許
さ
れ
ず
、
数
百
人
の
農

民
が
水
車
の
撤
去
を
要
求
す
る
一

背
向
け
地
蔵

　

佐
々
並
小
木
原
に
自
然
を
生
か

し
た
体
験
型
施
設
と
し
て
、
萩
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ー
ク
に
、
平

成
８
年
ナ
チ
ュ
ラ
サ
ー
キ
ッ
ト
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
公
認
カ
ー
ト
コ
ー
ス
で

全
長
７
１
７
ｍ
。
中
国
地
方
選
手

権
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

開
業
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分
、
火
曜
日
が
休
業
日
で

す
。
１
人
乗
り
カ
ー
ト
は
、
３
周

で
１
０
５
０
円
。
ま
た
、
コ
ー
ス

を
借
り
き
り
耐
久
レ
ー
ス
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

休
日
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

阿
武
川
を
見
つ
め
る
お
地
蔵
さ
ま

子どもたちや訪れた人々に伝えていきたいと思う萩のまちじゅう
の歴史や文化、自然や民俗などを紹介します。

萩
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ー
ク

旭須佐

川上

地域の「おたから」

揆
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

一
揆
の
結
果
、
水
車
は

撤
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
藩

の
追
及
は
厳
し
く
、
岡
崎

権
左
衛
門
（
権
太
）
と

藤
原
平
助
の
両
名
が
首
謀

者
と
し
て
処
刑
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
一
揆
で
犠
牲
と

な
っ
た
２
人
に
感
謝
す
る

た
め
、
今
も
な
お
お
盆

に
供
養
が
営
ま
れ
て
い
ま

す
。

ナ
チ
ュ
ラ
サ
ー
キ
ッ
ト
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消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設

　

市
で
は
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
中
、
消
費

者
行
政
の
推
進
体
制
を
整
備
し
、

消
費
者
の
自
立
支
援
や
情
報
提
供

の
充
実
を
図
る
た
め
、
４
月
か
ら

市
民
活
動
推
進
課
内
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

消
費
生
活
相
談
員
と
安
全
安
心

推
進
員
が
、
平
日
は
毎
日
、
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

■
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
相
談
内
容　

訪
問
販
売
等
の
契

約
ト
ラ
ブ
ル
、
架
空
請
求
、
多
重

債
務
な
ど

■
相
談
電
話　

２
５
・
０
９
９
９

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

「
素
水
園
」（
堀
内
）の
使
用

　

市
で
は
、
観
光
客
へ
の
お
も
て

な
し
の
一
環
と
し
て
、
堀
内
地
区

に
あ
る
「
素
水
園
」
な
ど
市
所
有

の
公
園
に
つ
い
て
、
市
民
団
体
等

に
よ
る
観
光
振
興
に
一
役
を
担
っ

て
い
た
だ
け
る
活
動
に
つ
い
て
、

使
用
を
認
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
本
来
の
公
園
と
し
て
の

機
能
も
あ
り
、
一
定
の
条
件
の
下

で
、
景
観
や
園
の
管
理
上
支
障

が
な
い
範
囲
で
の
使
用
と
な
り
ま

す
。

　

今
回
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
萩
を

創
る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
会
」（
堀
内
）

か
ら
の
申
請
が
あ
り
、
素
水
園
を

観
光
活
動
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ

ま
す
。

　

使
用
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

給
水
装
置
工
事
事
業
者

追
加
指
定

　

次
の
業
者
が
新
た
に
指
定
業
者

に
加
わ
り
ま
し
た
。水
道
工
事
は
、

必
ず
市
の
指
定
業
者
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

•
㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
山
口
市
）

（
０
８
３
・
９
３
４
・
４
１
２
３
）

•
藤
原
設
備
（
山
田
）

（
２
６
・
２
３
４
３
）

•
塩
田
工
業
㈱
山
口
支
店
（
下
松

市
）（

０
８
３
３
・
４
１
・
１
１
２
５
）

•
㈲
服
部
建
設
（
椿
東
）

（
２
５
・
１
６
７
２
）

•
竹
重
工
業
（
吉
部
上
）

（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
７
４
６
）

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
３
３
９
２
）

梅
屋
七
兵
衛
旧
宅
（
浜
崎
）

休
館
日
変
更

　

伝
統
的
な
建
造
物
を
現
代
生
活

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
改
修
し
、

一
般
公
開
し
て
い
る
梅
屋
七
兵
衛

旧
宅
の
休
館
日
が
、
週
２
日
か
ら

１
日
に
変
わ
り
ま
す
。

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
年
末

年
始

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

■
連
絡
先　

浜
崎
し
っ
ち
ょ
る
会

（
梅
屋
旧
宅
２
４
・
３
７
３
７
）

問
い
合
わ
せ

ま
ち
な
み
対
策
課

（
２
５
・
３
２
３
８
）

萩
青
年
の
家 

開
放

　

学
校
週
５
日
制
を
支
援
す
る
た

め
施
設
を
開
放
し
ま
す
。
各
種
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
自
由
に

利
用
で
き
ま
す
。
月
１
回
も
の
づ

く
り
教
室
も
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時

〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
青
年
の
家

■
内
容　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

卓
球
、
囲
碁
・
将
棋
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
等

■
対
象
者　

小
・
中
学
生

※
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
も
参
加
で

き
、保
護
者
の
同
伴
も
で
き
ま
す
。

■
主
催　

萩
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

萩
青
年
の
家
（
２
２
・
４
７
３
０
）

不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
月
人
形　

ぬ
い
ぐ
る

み　

プ
リ
ン
タ
ー　

ガ
ス
テ
ー
ブ

ル　

着
物　

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト　

植

木
鉢　

バ
ス
タ
オ
ル 

皿
（
ガ
ラ

ス
、
オ
ー
ド
ブ
ル
）　

草
履
・
下

駄　

冷
水
ポ
ッ
ト
セ
ッ
ト　

夏
物

ワ
ン
ピ
ー
ス　

防
寒
コ
ー
ト　

電

気
カ
ー
ペ
ッ
ト　

応
接
・
麻
雀
兼

用
テ
ー
ブ
ル　

子
供
用
自
転
車　

ソ
フ
ァ
ー　

ス
タ
ン
ド　

布
団
・

毛
布　

ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ン　

ビ
デ

オ
カ
メ
ラ　

ビ
デ
オ　

パ
ソ
コ
ン

タ
ン
ス　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

Ｍ
D
コ
ン
ポ　

自
転
車　

子
供
用

自
転
車　

ろ
く
ろ　

カ
ー
ペ
ッ
ト

電
子
レ
ン
ジ　

萩
高
女
子
制
服　

東
中
カ
バ
ン　

明
木
小
男
子
制

服
・
体
操
服　

着
物
・
古
着　

参

考
書　

卓
球
台　

二
段
ベ
ッ
ド

◆
登
録
は
６
か
月
間
。
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
希
望
者
は
、
ま
ず
広
報
課

（
２
５
・
３
１
７
８
）へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

に
基
づ
く
縦
覧

■
縦
覧
内
容　

デ
オ
デ
オ
萩
店

（
土
原
）
出
店
に
伴
う
市
の
意
見

■
縦
覧
場
所　

商
工
課
、
各
総
合

事
務
所
経
済
課

■
縦
覧
期
間　

５
月
８
日
ま
で

問
い
合
わ
せ

商
工
課　
　
（
２
５
・
３
１
０
８
）

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）健
康

被
害
者
と
遺
族
の
方
へ

　
「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
」
が
３
月
27
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
労
災
保
険
等

で
補
償
さ
れ
な
い
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
に
よ
る
中
皮
腫
や
肺
が
ん

を
発
症
し
て
い
る
方
、
お
よ
び
法

律
の
施
行
前
に
こ
れ
ら
の
疾
病
を

発
症
し
死
亡
し
た
方
の
遺
族
に
対

し
て
「
医
療
費
等
の
救
済
給
付
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を

取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
た
こ
と

で
中
皮
腫
や
肺
が
ん
を
発
症
し
、

平
成
13
年
３
月
26
日
以
前
に
亡
く

な
ら
れ
た
労
働
者
等
の
遺
族
で
、

時
効
に
よ
り
遺
族
補
償
給
付
を
受

け
る
権
利
が
消
滅
し
た
方
に
「
特

別
遺
族
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
労
働
基
準
監
督
署
（
萩
地
方
合

同
庁
舎
内
）（
２
２
・
０
７
５
０
）

山
口
県
就
職
支
援
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得

や
就
職
先
（
適
職
）
の
選
択
等
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

毎
月
第
２
、
第
４
金
曜

日
（
予
約
制
）

■
と
こ
ろ　

萩
県
民
局
（
萩
総
合

庁
舎
１
階
）

■
内
容　

求
職
活
動
の
方
法
、
求

人
情
報
の
提
供
、
適
職
診
断
、
職

務
経
歴
書
・
履
歴
書
・
添
え
状
の

作
成
方
法
、
面
接
で
の
注
意
点
等

■
対
象
者　

県
内
居
住
の
離
職
者

な
ど
で
、
現
在
求
職
活
動
中
の
方

■
相
談
員　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
就
職
支
援
の
専
門
家
）

■
相
談
料　

無
料

■
主
催　

山
口
県

■投票できる人　昭和 61 年４月 24 日以前に生まれ
た日本国民で、萩市に住民票があり、平成 18 年１月
15 日（転入届出日）以前から萩市に住んでいる人で、
選挙人名簿に登録されている人。萩市を転出された方
は、入場券が届いても、投票できません。
■期日前投票　投票日に仕事や旅行、出産予定等の事
情で投票所へ行けない人は、必ず期日前投票をしま
しょう。
投票期間４月 17 日㈪〜 22 日㈯
■不在者投票
◆入院中の場合　市内の指定病院や施設に入院・入所
している場合は、病院長や管理者に申し出をすれば、

不在者投票ができます。
◆仕事等で市外に滞在の場合　郵便などで萩市選挙管
理委員会に宣誓書を添えて投票用紙を請求。投票用紙
等が届いたら、それらを持って滞在地の選挙管理委員
会にお出かけください。
■投票所の確認　投票に行くときは、投票所を確認し
ましょう。４月８日以降の転居届出者は、前住所地の
投票所で投票することになります。
　投票所での受付を円滑にするため、入場券を持って
お出かけください。入場券が届かなかったり、なくし
たり、忘れたときは投票所で再発行します。受付の係
員に申し出てください。

問い合わせ　選挙管理委員会　（２５・２９１２）

期日前投票所 場　所 投票できる人 期　間 時　間

萩市役所 市役所ロビー 市内全域 ４/17 ㈪～ 22 ㈯ 8:30 ～ 20:00

総合事務所（川上・田万川・
むつみ・須佐・旭・福栄） 各総合事務所 各総合事務所管内 ４/17 ㈪～ 22 ㈯ 8:30 ～ 19:00

支所

小川・高俣・弥富・
佐々並・紫福 各支所 各総合事務所管内 ４/17 ㈪～ 22 ㈯ 8:30 ～ 17:00

見島 見島支所 見島全域
４/17 ㈪～ 21 ㈮ 8:30 ～ 17:00

（ただし、４/21 は 12:00 まで）

出張所
三見・大井 各出張所 三見・大井 ４/17 ㈪～ 22 ㈯ 8:30 ～ 17:00
大島 大島出張所 大島・相島 ４/17 ㈪～ 21 ㈮ 8:30 ～ 17:00

越ヶ浜 山口県漁協
萩支店２階 椿東第５、越ヶ浜 ４/17 ㈪～ 22 ㈯ 9:00 ～ 17:00

萩市議会議員一般選挙
　　　　　　　４月 23 日㈰

投票日にお出かけの場合、期日前投票を忘れずに！
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お
よ
び
面
接
に
よ
り
決
定
）

■
任
期　

１
年

■
業
務
内
容　

女
性
団
体
、
社
会

教
育
関
係
団
体
の
育
成
等

■
勤
務
場
所　

生
涯
学
習
課

■
勤
務
時
間　

週
30
時
間

■
報
酬　

月
額
11
万
円
（
社
会
保

険
料
を
含
む
）

■
面
接
日　

５
月
９
日
（
火
）

■
採
用
日　

５
月
15
日
（
月
）

■
応
募
資
格　

教
育
一
般
に
関
し

て
識
見
と
経
験
を
有
し
、
各
種
社

会
教
育
活
動
ま
た
は
社
会
教
育
関

係
団
体
に
お
い
て
活
動
の
実
績
が

あ
る
成
人
で
65
歳
以
下
の
市
民

■
応
募
方
法　

４
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書
に
写
真

を
貼
付
し
、
応
募
動
機
を
４
０
０

字
程
度
に
ま
と
め
、
〒
７
５
８
‐

８
５
５
５
萩
市
生
涯
学
習
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
２
６
・
５
６
３
６
）

浜
崎
伝
建
お
た
か
ら
博
物

館
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者

　

ど
ん
な
も
の
で
も
自
由
に
出
品

で
き
ま
す
。

■
と
き　

５
月
21
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

浜
崎
住
吉
神
社
内

■
区
画
料　

１
区
画
１
０
０
０
円

申
し
込
み

５
月
14
日
ま
で
に
、
浜
崎
伝
建

お
た
か
ら
博
物
館
実
行
委
員
会

（
２
２
・
０
８
４
９
）
中
津
江
へ

市
民
農
園
で
野
菜
や
花
を

育
て
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
野
菜
や
花
を
栽
培
し

て
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
市
民
農
園
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

２
年
間
（
平
成
20
年
４

月
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

椎
原
１
区
（
東
光
寺

近
隣
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
非
農
家

の
方

■
利
用
料　

年
間
１
区
画
（
約
35

㎡
）
３
０
０
０
円

■
募
集
区
画　

26
区
画
（
申
込
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
方
法　

４
月
25
日
ま
で

に
、
萩
地
域
農
林
事
務
所
備
え
付

け
の
申
込
書
を
提
出

申
し
込
み

萩
地
域
農
林
事
務
所

（
２
５
・
３
１
３
８
）

「
ま
ち
の
駅
」
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

　
「
ま
ち
の
駅
」
は
、
市
民
や
観

光
客
が
無
料
で
休
憩
で
き
る
ま
ち

の
案
内
所
で
す
。
公
共
施
設
か
ら

個
人
商
店
ま
で
、
行
政
・
民
間
を

問
わ
ず
、既
存
の
空
間
を
利
用
し
、

ま
ち
の
地
域
情
報
を
提
供
し
人
の

交
流
を
促
進
さ
せ
る
場
で
す
。

　

萩
で
も
４
月
６
日
、
ま
ち
の
駅

を
推
進
す
る
組
織
「
ま
ち
の
駅

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
萩
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
（
25
店
加
盟
）。

　

お
店
で
も
個
人
で
も
、
山
の
中

で
も
海
の
側
で
も
、
ま
ち
じ
ゅ
う

ど
こ
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
ち
の
駅
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
主
な
機
能
と
条
件

①
休
憩
機
能
…
誰
で
も
ト
イ
レ
が

利
用
で
き
、
無
料
で
休
憩
で
き
る

（
近
く
の
公
共
の
ト
イ
レ
を
案
内

し
て
も
よ
く
、
ま
た
３
、４
人
分

の
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
ま
た
は
ベ
ン

チ
等
が
あ
れ
ば
よ
い
）

②
案
内
機
能
…
「
ま
ち
の
駅
案
内

人
」
が
、
地
域
の
情
報
を
丁
寧
に

教
え
る
（
店
員
等
が
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
で
対
応
）

シンボルマーク

申
し
込
み

萩
県
民
局
（
２
１
・
０
０
５
１
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
１
・
０
０
６
１
）

市
臨
時
職
員

■
募
集
職
種　

介
護
職（
若
干
名
）

■
勤
務
場
所　

救
護
所
（
椿
東

１
４
４
８
）

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
夜
間
勤
務
の
場

合
有
り
）

■
雇
用
期
間　

６
月
１
日
〜
平
成

19
年
３
月
31
日

■
賃
金　

日
額
５
７
０
０
円

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

■
募
集
期
間　

４
月
17
日
〜
５
月

10
日
（
必
着
）

■
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
総
務
課
人
事
係

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
総

務
課
人
事
係
（
２
５
・
１
２
３
９
）

萩
市
社
会
教
育
指
導
員

　

社
会
教
育
の
指
導
充
実
を
図
る

た
め
、
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
人
（
書
類
選
考

③
交
流
機
能
…
地
域
の
人
と
来
訪

者
の
出
会
い
と
交
流
を
サ
ポ
ー
ト

④
連
携
機
能
…
ま
ち
の
駅
間
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
も
て
な
し

の
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

⑤
登
録
料
２
０
０
０
円
（
初
回
の

み
）、
年
会
費
１
万
円

問
い
合
わ
せ

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
萩
事
務

局　

清
水
（
２
５
・
７
０
３
２
）

山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術

展
の
出
展
作
品

　

優
秀
作
品
は
10
月
28
日
か
ら
開

催
さ
れ
る
全
国
健
康
福
祉
祭
し
ず

お
か
大
会
「
美
術
展
」
へ
出
品
さ

れ
ま
す
。

■
と
き　

６
月
23
日
㈮
〜
29
日
㈭

■
と
こ
ろ　

サ
ン
パ
ー
ク
あ
じ
す

（
山
口
市
阿
知
須
）

■
対
象
者　

県
内
在
住
で
60
歳
以

上
（
昭
和
22
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア

■
募
集
作
品　

日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

※
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み

５
月
２
日
ま
で
に
、
介
護
保
険
課

（
２
５
・
３
１
３
７
）
ま
た
は
各
総

合
事
務
所
健
康
福
祉
課
備
え
付
け

の
様
式
で
提
出
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は
江
崎
警
察
署
備
え
付
け
の
参
加

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
郵

便
局
で
参
加
費
を
振
り
込
み
の
う

え
、
参
加
申
込
書
と
払
込
金
受
領

証
を
提
出

■
主
催　

セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ

ブ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
５
０
実
行
委

員
会申

し
込
み

防
災
・
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０

８
）、
各
総
合
事
務
所
地
域
振
興

課
、萩
警
察
署（
２
６
・
０
１
１
０
）

ま
た
は
江
崎
警
察
署
（
０
８
３
８

７
・
２
・
０
１
１
０
）

音
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

　

視
力
障
害
者
へ
の
理
解
と
音
訳

技
術
を
習
得
し
ま
す
。

■
と
き　

５
月
18
日
〜
３
月
15
日

（
毎
月
２
回
、
水
曜
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
（
全
21
回
）

（
内
２
回
は
午
前
10
時
か
ら
）

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

初
心
者
の
方

■
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

実
費
）

■
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

音
訳
サ
ー
ク
ル
ゆ
う

申
し
込
み

５
月
８
日
ま
で
に
、
福
祉
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）
梅
尾
ま

た
は
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
２
２
・
２
２
８
９
）
守
永
へ　
　

萩
焼
の
館
・
工
芸
の
館

教
室

　

萩
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
楽
々

園
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と

健
康
並
び
に
楽
し
い
仲
間
づ
く
り

を
目
的
に
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
萩
焼
陶
芸
の
会
〈
萩
陶
会
〉
萩

焼
教
室
】

■
と
き　

第
２
・
４
水
曜
日
（
月

２
回
）
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

■
募
集
人
員　

若
干
名

申
し
込
み

萩
陶
会
（
２
２
・
５
７
２
３
）
上

田【
竹
細
工
の
教
室
】

■
と
き　

第
２
・
４
月
、
火
、
水

曜
日
（
月
６
回
）
午
前
９
時
〜
11

時
30
分

■
募
集
人
員　

若
干
名

申
し
込
み

竹
細
工
の
会
（
２
５
・
５
９
８
５
）

平
野

萩
焼
作
家
に
よ
る萩

焼
作
品
展

　

５
月
１
日
か
ら
の
萩
焼
ま
つ
り

に
先
立
ち
、
県
無
形
文
化
財
の
野

坂
康
起
、
波
多
野
善
蔵
、
岡
田
裕

各
氏
を
は
じ
め
、
萩
焼
作
家
18
人

の
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
15
日
（
土
）
〜
５

月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

■
と
こ
ろ　

旧
久
保
田
家
住
宅

（
城
東
中
、
菊
屋
家
住
宅
前
）

■
入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

萩
商
工
会
議
所（

２
５
・
３
３
３
３
）

春
の
園
芸
展

【
盆
栽
・
山
草
展
・
え
び
ね
展
】

■
と
き　

５
月
３
日
（
水
・
祝
）

〜
５
日
（
金
・
祝
）
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

【
さ
つ
き
展
】

■
と
き　

５
月
26
日
（
金
）
〜
28

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
主
催　

萩
園
芸
友
の
会

問
い
合
わ
せ

無
事
故
無
違
反
コ
ン
テ
ス

ト
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ

ブ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
５
０
」

　

チ
ー
ム
単
位
の
無
事
故
・
無
違

反
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
安
全
運

転
と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
す
。
従
来
の
５
人
で
１
チ
ー

ム
の
オ
フ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
ほ
か
、

３
人
で
１
チ
ー
ム
と
な
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ー
ス
、
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
実
施
期
間　

７
月
４
日
〜
11
月

30
日
ま
で
の
１
５
０
日
間

■
参
加
資
格　

県
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
方

■
参
加
費　

オ
フ
ィ
ス
コ
ー
ス

（
１
チ
ー
ム
３
５
０
０
円
）、
フ
ァ

ミ
リ
ー
、
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ス
（
１

チ
ー
ム
２
１
０
０
円
）

■
賞
品　

無
事
故
・
無
違
反
達
成

チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
、

１
万
円
〜
30
万
円
の
旅
行
ク
ー
ポ

ン
券
、
商
品
券
を
贈
呈

■
申
込
期
間　

４
月
24
日
〜
６
月

23
日

■
申
込
方
法

防
災
・
安
全
課
、
各
総
合
事
務

所
地
域
振
興
課
、
萩
警
察
署
ま
た

　

昨
年
12
月
に
市
内
で
ロ
ケ
が
行

わ
れ
た
映
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

の
完
成
に
伴
い
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
を
萩
博
物
館
と
市
役
所
ロ

ビ
ー
に
設
置
し
ま
す
。

　

長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
レ
リ
ー
フ

（
博
物
館
）
や
撮
影
で
使
わ
れ
た

衣
装
や
小
道
具
（
市
役
所
）、
市

内
で
の
ロ
ケ
風
景
パ
ネ
ル
や
映
画

の
シ
ナ
リ
オ
（
台
本
）
を
展
示
し
、

映
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
を
盛
り

上
げ
て
い
く
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間

○
萩
博
物
館　

４
月
25
日
（
火
）

〜
12
月
31
日
（
日
）

○
市
役
所
ロ
ビ
ー　

４
月
25
日

（
火
）
〜
５
月
９
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」コ
ー
ナ
ー

設 

置
！
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長
）／
堀
成
夫（
萩
博
物
館
研
究
員
）

　

萩
沖
産
の
春
と
夏
の
魚
介
約
25

種
を
、食
材
と
し
て
の
観
点
か
ら
、

ま
た
魚
種
ご
と
の
話
や
萩
の
海
の

面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。

【
既
刊
】

①
萩
の
椿
（
吉
松
茂
）
６
０
０
円

②
高
杉
晋
作
１
０
０
問
１
０
０
答

（
一
坂
太
郎
）
５
０
０
円

③
萩
開
府（

北
村
知
紀
）
６
０
０
円

④
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

（
西
山
徳
明
）
６
０
０
円

⑤
松
陰
先
生
の
こ
と
ば

（
明
倫
小
学
校
監
修
）
５
０
０
円

⑥
密
航
留
学
生「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

　

を
追
っ
て

（
宮
地
ゆ
う
）
６
０
０
円

⑦
萩
と
日
露
戦
争

（
一
坂
太
郎
）
５
０
０
円

シ
リ
ー
ズ
「
萩
も
の
が
た
り
」
⑨
⑩

　

有
限
責
任
中
間
法
人
「
萩
も
の

が
た
り
」
で
は
、
後
世
に
語
り
継

ぐ
べ
き
萩
の
宝
物
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
「
萩

も
の
が
た
り
」
と
し
て
、
定
期
的

（
４
・
10
月
）に
出
版
し
て
い
ま
す
。

⑨
吉
田
松
陰
と
現
代　

６
０
０
円

　

加
藤
周
一
（
評
論
家
）

　

い
ま
松
陰
に
学
ぶ
べ
き
も
の
は

何
か
。
松
陰
の
生
涯
の
作
品
を

「
現
代
」
に
翻
訳
し
、
縦
横
に
語

る
。
２
０
０
４
年
10
月
、
萩
開
府

４
０
０
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

た
萩
市
民
大
学
教
養
講
座
で
の
講

演
・
質
疑
応
答
を
整
理
し
加
筆
。

⑩
萩
沖
の
魚
た
ち
（
春
・
夏
編
）

　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

中
澤
さ
か
な
（
萩
し
ー
ま
ー
と
駅

「
吉
田
松
陰
と
現
代
」

「
萩
沖
の
魚
た
ち
」

⑧
萩
の
巨
樹
・
古
木

（
草
野
隆
司
）
６
０
０
円

■
販
売
所　

市
役
所
案
内
、
明
屋

書
店
、
萩
博
物
館
、
萩
市
観
光
協

会
、
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
等

■
郵
送
で
の
購
入　

萩
も
の
が
た

り
事
務
局
ま
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み

■
定
期
購
読
会
員　

年
会
費

２
０
０
０
円
に
て
、
年
間
４
冊

（
４
、
10
月
発
行
）
を
定
期
配
本
。

定
価
割
引
の
特
典
が
あ
り
、
確
実

に
お
手
元
に
、
送
料
は
無
料
！

申
し
込
み　

広
報
課
内
萩
も
の
が
た
り
事
務
局

（
２
５
・
３
３
２
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
６
・
５
４
５
８
）

中
央
公
民
館
（
２
５
・
１
２
３
４
）

こ
ど
も
の
読
書
週
間

特
別
行
事
／
パ
ー
ト
１

　
「
魔
法
の
国
へ
の
パ
ス
ポ
ー

ト
」、
春
は
こ
ど
も
と
本
の
季
節

で
す
。
図
書
館
に
広
が
る
絵
本
の

世
界
。
親
子
や
お
友
達
な
ど
ご
一

緒
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
木
の
お
も
ち
ゃ
展
】

■
と
き　

４
月
22
日
（
土
）
〜
５

月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
月
曜
日
、
祝
日
は
休

館
）

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館

■
内
容　

絵
本
か
ら
生
ま
れ
た
立

体
的
な
木
の
お
も
ち
ゃ
、
組
み
木

の
お
も
ち
ゃ
展
。
木
の
温
も
り
が

伝
わ
り
ま
す
。

■
制
作
者　

守
重
シ
ゲ
子
（
杢
の

会
代
表
）

問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館　
（
２
５
・
６
３
５
５
）

【
し
か
け
絵
本
の
世
界
展
】

■
と
き　

４
月
22
日
（
土
）
〜
５

月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
６
時
（
月
曜
日
、
祝
日
は
休

館
）

■
と
こ
ろ　

須
佐
図
書
館

■
内
容　

び
っ
く
り
！
た
の
し

い
！
し
か
け
絵
本
約
１
０
０
点

問
い
合
わ
せ

須
佐
図
書
館

（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

鬼お
に
た
け武

み
ゆ
き
ト
リ
オ
・

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

「
リ
ト
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」

■
と
き	

５
月
12
日
（
金
）
午
後

７
時
〜
午
後
８
時
40
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料（
整
理
券
必
要
）

■
内
容	
萩
出
身
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア

ニ
ス
ト
鬼
武
み
ゆ
き
率
い
る
ト
リ

オ
と
ゲ
ス
ト
の
ス
ト
リ
ン
グ
ス
・

カ
ル
テ
ッ
ト
（
弦
楽
四
重
奏
）
が

織
り
な
す
優
美
な
音
世
界

■
整
理
券
取
扱
所　

ア
ト
ラ
ス
萩

店
、
サ
ン
リ
ブ
萩
、
市
役
所
案
内

係
ほ
か

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
２
２
・

１
２
２
０
）

寄
付

・
ウ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
阿
武
萩
協
議

会
か
ら
、
椿
西
小
に
ヒ
ノ
キ
間
伐

材
の
可
動
式
椅
子
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

発
行
！



市報HAGI●2006（平成18）年４月15日号 22

主催・申し込み
４月28日までに、中央公民館（２５・１２３４）へ

講座 ・教室名 期　日 時　間 対象者 定　員 講　師 受講料

中央歴史講座
５月～翌年３月
原則毎月第４金
曜日（全 11 回）

10：00 ～
12：00 成人 53 人

一坂太郎（萩市特別学
芸員）、木村隆徳（住職）、
田中浩（郷土史家）外

年 3,000 円

日本料理教室
５月～翌年２月
月１回火曜日

（全 10 回）
9：30 ～ 成人 30 人 河村剛太郎（割烹経営） 年 5,000 円（材

料費等実費別）

旬の素材を使った
料理教室

５月～翌年２月
月１回木曜日

（全 10 回）
9：00 ～ 成人 30 人 飯塚信雄（料理研究家） 年 5,000 円（材

料費等実費別）

中華料理教室
５月～翌年２月
月１回水曜日

（全 10 回）
9：30 ～ 成人 30 人 大倉睦子（料理店経営） 年 5,000 円（材

料費等実費別）

太極氣功教室
５月～翌年３月
毎週金曜日

（全 40 回）

13：30 ～
14：45 成人 30 人

松村秀之（山口社会保
険センター氣功講師・
鍼灸師）

年 20,000 円

コンテナガーデン
教室

５月～翌年３月
月１回木曜日

（全８回）※８・
12・１月休み

19：00 ～
20：30 中学生以上 15 人 柴田洋子（フラワーコ

ーディネーター）

年 4,000 円、
高校生以下
2,000 円（材料
費等実費別）

パッチワーク教室
５月～翌年３月
原則第２・４月曜
日（全 20 回）

10：00 ～
12：00 成人 15 人 中村梅代 年 10,000 円（材

料費等実費別）

簡単なお菓子づく
り教室

５月～翌年２月
原則月１回月曜
日（全 10 回）

昼 13：30
～ 15：30
夜 19：00
～ 21：00

中学生以上 各 20
人 三浦康代（管理栄養士）

年 5,000 円、
高校生以下
2,500 円（材料
費等実費別）

中央英会話教室

５月～ 12 月
毎週木曜日

（全 24 回）
※休みの日有り

19：00 ～
20：30

小学４年生
以上 30 人

ダニエル・ハースティ
ッチ、ローズマリー・
マーティン（萩市ＡＬ
Ｔ）

年 12,000 円、
高校生以下
6,000 円（テキ
スト代別）

絵画教室

５月～翌年３月
毎月第４土曜日

（全 10 回）※９
月休み

9：00 ～
12：00

小学生
（保護者同

伴も可）
30 人 吉村隆之助

（萩美術協会会長）
無料（材料費
等実費別）

高齢者教室
教養講座、書道講
座、陶芸講座、園
芸講座、倶楽部講
座、作品展

５月～翌年２月 9：30 ～
11：30 60 歳以上 － － 無料（材料費

等実費別）

中央公民館の講座・教室
〜自分磨きをしてみませんか〜

　中央公民館では「いつでも、だれでも、何でも学べる」
生涯学習のまちづくりを目指して、各種教室を開催します。
　定員がありますので、お早目に申し込みください。
■ところ　いずれも中央公民館

募集
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　伝統の萩焼が一堂に集結する「萩焼まつり」。
土と生命の炎が織り成す陶芸の祭典にぜひおこ
しください。
５月１日（月）〜５日（金・祝）
　午前９時〜午後５時30分
市民体育館
内容　萩焼即売（萩焼窯元・販売店67社による
大即売会）、萩焼ろくろ体験（１人2,500円、会
場で受付）、萩焼いろいろ展（萩焼出店者が67点
の萩焼を展示、来場者の投票により作品
を抽選プレゼント）、萩特産品販売（海産
物等）、飲食コーナー、えびね蘭展示即売

萩商工会議所（２５・３３３３）
　 萩焼まつり会場（２６・７３９０）

萩 焼 ま つ り

　萩焼とともに、古くから市民に親しまれてい
る萩の茶の湯文化を紹介。新緑が萌える指月公
園で、花を見ながら一服のお茶をお楽しみくだ
さい。
５月３日（水・祝）〜４日（木・休）
　午前10時〜午後３時
萩城跡指月公園、旧厚狭毛利家萩屋敷長屋（堀内）
内容　薄茶４席（表千家千萩会、裏千家淡交会
萩支部、遠州流萩支部、小堀遠州流萩支部）、琴・
尺八の演奏、生け花展、茶菓子の販売
茶券　【前売券】４席券 2,000 円、２席券 1,100
円　【当日券】１席券 600 円
茶券販売所　市観光課、萩市観光協会、萩商工会議所

観光課（２５・３１３９）

萩 ・ 大 茶 会

　参勤交代の宿として栄え、現在も石州赤瓦の
まちなみが映える明木市。伝統の技法を受け継
いだ郷土の味と県内外の伝統工芸品・絵画・彫
刻など技の数々。
５月３日（水・祝）〜４日（木・休）
　午前10時〜午後５時（４日は午後４時まで）
乳母の茶屋と周辺民家（明木市）
内容　伝統工芸品展示販売、絵画・彫刻
の展示、地元特産品（豆腐・饅頭・地酒・
醤油等）販売、飲食コーナー等

萩往還工芸まつり実行委員会
　（５５・０８１７）内村

萩往還まつり「技・明木展」

５月３日（水・祝） 午前９時40分〜午後３時
こども遊園地周辺（本村定期船のりば隣）
内容　特産品即売・味自慢コーナー（うにめし・
サザエのつぼ焼きなど）

見島支所内見島観光協会（２３・３３１１、
ＦＡＸ２３・３３１３）

見 島 島 び ら き ま つ り

　須佐唐津焼の特徴は、青磁、黒、わら灰が使
われ、日用品と茶道具が作られています。
５月３日（水・祝）〜４日（木・休）
　午前10時〜午後４時
ＪＲ須佐駅前
内容　展示販売、ろくろ体験等

須佐観光協会（０８３８７・６・２２１９）

須 佐 焼 ふ れ あ い ま つ り

５月３日（水・祝）〜５月５日（金・祝）
　午前９時〜午後４時
道の駅「ゆとりパークたまがわ」
内容　ロス・アミーゴスのフラメンコショー（３
日）、ライブ＆歌謡ショー・もちまき（５日）、
地元野菜の販売、油絵展等

ゆとりパークたまがわ（０８３８７・２・１１５０）

道の駅「ゆとりパークたまがわ」つつじまつり

　　
　豊かな自然の中で、もちつき、石アートなど
親子でお楽しみください。
５月５日（金・祝）午前 10 時〜午後３時
須佐湾エコロジーキャンプ場（須佐まてかた）
内容　自由に石アート、もちつき体験、子ども
絵画展、おしるこサービス、フリーマーケット、
鉄道模型実演、のど自慢大会、親子運動会等

須佐湾エコロジーキャンプ場
　（０８３８７・６・２７２７）

須佐エコロジーキャンプ場まつり
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慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

お悔やみ申し上げます
氏　名 年齢 住　所死亡日

co
n

g
ratu

latio
n

co
n

d
o

len
ce

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※ 3 月 16 日〜 3 月 31 日受付分

co
n

g
ratu

latio
n

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成18年3月末日）
　人口／59,032人（前月比−279）　男／27,191人（前月比−160）
　女／31,841人（前月比−151）　世帯数／24,644世帯（前月比−89）
　出生／37人　死亡／73人（３月分）

　なんといっても姿・形・色がきれいで、海の魚の王者と
いうのも頷けます。春のマダイは産卵期を前に、ピンクの
魚体がさらに鮮やかになり、桜の季節と重なることもあっ
て「桜鯛」と美しい名前で呼ばれています。萩沖の海は、
相島から尾島そして櫃島にかけて、マダイの格好の住みか
となっています。
　お勧めレシピは、押寿司。維新のヒーロー高杉晋作も、
マダイの押寿司を好んで食べたと文献に残っています。

ま だ い

椿西小学校完成！表紙

　３月に完成した椿西小学校を市民の皆さんに公開す
るため「完成見学会」を、４月 15 日（土）と 16 日（日）
の午前 10 時から午後３時まで開催します。
　新校舎は、壁や床、天井、外壁などに阿武川流域の
木材をふんだんに活用し潤いと温かみをもたせ、外観
は瓦、白壁を使った和風デザインで、萩の歴史的な景
観に溶け込んだ建築です。
　家庭科室や音楽室、図書室など特別教室と体育館は、
コミュニティ・スクールとして地域に開放します。

高杉晋作の好物はマダイの押寿司

■今回から皆さんに読みやすくするため、文字を少し大きくしました。
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